
★ＤＢ１：集落社会維持システムの
事例

データ
コード

市町村
コード

都道府県 市町村 集落 名称（キャッチフレーズ）
関連している法律、
制度など

支援機関 取組期間
取組期間
（西暦）

取り組んでい
る主体

目的 内容 成果 課題 備考 出典

1 322067 島根
広瀬町（平成16
年合併し、安来
市に）

宮内
蛍と鯉の里づくり～ふるさとの清流
をいつまでも残そう～

中山間地域集落維
持・活性化緊急対
策事業

島根県
平成11年
度

1999 集落
地域の誇れる資源である蛍を活かして
集落の活性化を目指す。

◆蛍まつりの実施
◆鯉の放流
◆川の清掃

◆集落住民の一体感の醸成、集落外
の人達との交流。
◆住民の環境美化に対する意識の向
上。

◆高齢化・独居の増加による事業
の担い手不足
◆事業継続のための財源確保が困
難

◆島根県ＨＰ
http://www.pref.shimane
.lg.jp/chiikiseisaku/chusa
nkan_k/sikkk_jigyou.html

2 322067 島根
伯太町（平成16
年合併し、安来
市に）

正盟・共和 清流の郷　滝山交流～融和～
中山間地域集落維
持・活性化緊急対
策事業

島根県
平成12年
度

2000 集落
地域のシンボルである鷹入の滝を中核
におき、集落の活性化を目指す。

◆滝まつりの実施（流しソーメン）
◆木工品の開発（高齢者でも可能。茶
托、お盆等、特産品化を目指す。）
◆養魚池の整備（ニジマス、鯉）

事業の取り組みを通して一緒に自治
会をやろうという気運がでてきた。

◆地域集会所の建設
◆少子高齢化対策
◆後継者育成
◆道路の改良

◆島根県ＨＰ
http://www.pref.shimane
.lg.jp/chiikiseisaku/chusa
nkan_k/sikkk_jigyou.html

3 323438 島根
仁多町（平成17
年合併し、奥出
雲町に）

小阿井 奥出雲　杵つき餅の里
中山間地域集落維
持・活性化緊急対
策事業

島根県
平成11年
度

1999 集落
当集落で生産されるモチ米「ヒメノモチ」
は食味が良い。これを活用した特産品づ
くりを目指し、集落の活性化を目指す。

◆杵つきセットの購入
◆仁多米を活かした特産品開発（ヒメノモ
チを活かした仁多の強飯、蒜山おこわ）
◆イベント参加による仁多米、杵つき餅
PR（インパクトのあるPRができるよう仁多
の田園風景と集落名をプリントしたテント
を製作、購入。）

◆作業を通しての住民の連携強化。
◆自ら生産したものを自ら販売するこ
とにより、より品質のよいものを作って
いきたいという意識が向上。

◆餅つきの体力的負担が大きい。
◆年末には注文が殺到し、生産が
追いつかない。
◆事業としての継続（生産計画、品
質管理、経理等の充実の必要性）
◆高齢化による担い手不足
◆有害鳥獣による農作物被害

◆島根県ＨＰ
http://www.pref.shimane
.lg.jp/chiikiseisaku/chusa
nkan_k/sikkk_jigyou.html

4 322091 島根
大東町（平成16
年合併し、雲南
市に）

若木
栗とウォーキングで明るく健康　若
木マロン計画

中山間地域集落維
持・活性化緊急対
策事業

島根県
平成12年
度

2000 集落
栗園の整備と健康づくりにより、集落の
活性化を目指す。

◆栗園の整備
◆健康づくり（ウォーキング講習、実践）
◆公会所の整備（改装）

◆公会所の整備とウォーキングタイム
の設定により、集落内での交流の場
づくりになった。
◆栗の増収

◆栗園の維持管理
◆栗の増収、加工技術の習得や販
路の確保

◆島根県ＨＰ
http://www.pref.shimane
.lg.jp/chiikiseisaku/chusa
nkan_k/sikkk_jigyou.html

5 322091 島根
木次町（平成16
年合併し、雲南
市に）

東・漆仁・
前川

ふれあいと交流を通した元気な「和
の郷」づくり

中山間地域集落維
持・活性化緊急対
策事業

島根県
平成12年
度

2000 集落 活力のある和の郷づくり

◆湯村ジョギング駅伝大会（県内各地か
ら、44チーム。約500、600人
◆納涼大会（お盆の帰省者を対象）
◆軽スポーツ大会（グランドゴルフ、ペタ
ンク）
◆各学習会（人権学習、交通安全、料理
講習会等）

◆駅伝や納涼祭の開催により、地域
のまとまりや他地域との交流が深まっ
た。
◆和の郷会館の設備の整備により、
より快適で住民が集まりやすい会館
になった。

◆活性化事業への継続的資金対
策　　　　　　　　　　　◆温泉地域事
業（公民館等）と湯村地域事業の整
合化
◆定住対策（農地の保全・後継者と
そのパートナー）

◆島根県ＨＰ
http://www.pref.shimane
.lg.jp/chiikiseisaku/chusa
nkan_k/sikkk_jigyou.html

6 322091 島根
三刀屋町（平成
16年合併し、雲
南市に）

後谷上、
後谷下

「弥山・高窪スカイラインロマン計画」
守ろう伝統　羽ばたけリンゴ村

中山間地域集落維
持・活性化緊急対
策事業

島根県
平成11年
度

1999 集落

平成10年に有志を中心として観光農園
に向けたリンゴ植栽を行った。補助事業
を機会に観光リンゴ園を中心として集落
の活性化を目指す。

◆観光リンゴ園（町有借地５０aに11種
200本のリンゴ苗を植栽。先進地のリンゴ
園視察や農協による栽培指導等の栽培
技術向上の取組み。平成13年初収穫
祭。ミキサーを購入し、ジュース製造にも
取り組む。）
◆伝統芸能（獅子舞）の伝承（秋祭りでの
奉納、餅まき、豚汁、ぜんざい等の催し、
活動の記録・保存、病院施設訪問）

◆集落内の目標が明確化され、住民
の励みとなっている。
◆リンゴの栽培・管理については真剣
さが出てきたことと、共同作業の楽しさ
もあって皆積極的である。

◆良質なリンゴ生産と収量の増加。
◆駐車場の整備、休憩所・販売所
の設置、選果場の整備により観光リ
ンゴ園として起動にのせる。
◆リンゴ園のオーナー制度導入の
検討。
◆獅子舞の伝承をビデオ化し、伝
統芸能を保存する。
◆後継者の育成に積極的に取り組
む。

◆島根県ＨＰ
http://www.pref.shimane
.lg.jp/chiikiseisaku/chusa
nkan_k/sikkk_jigyou.html

7 394114 高知
葉山村（平成17
年合併し、津野
町に）

床鍋
廃校になった校舎を農村交流施設
「森の巣箱」として再活用

集落再生パイロット
事業（平成12年、高
知県）、高知県市町
村活性化補助金、
村の単独経費

高知県

平成8年
に住民か
ら村に申
し入れ、
平成15年
4月にオー
プン。

1996

「森の巣箱運
営委員会」
（部落会から
の選任。経費
は集落住民
全員〈約130
人〉の出資の
ため、全員が
オーナー件
職員）・村（住
民から支援を
要請された）

過疎化・高齢化の進行から、集落消滅の
恐れがあるため、活性化の取り組みを行
う。

◆集落生協（集落コンビニ）：集落の利便
性の向上を目的として、「森のおみせ」を
経営する。経営安定のために、集落協定
（世帯別の購買目標の設定）を結び経営
者＝消費者の徹底を図る。また、集落内
で生産された農産物の販売もおこない、
地産地消活動の推進も図る。
◆居酒屋：集落の憩いの場と情報交換の
場として活用する。また、農作業の休息
の喫茶室としても利用する。また、地域外
の利用者並びに宿泊者の食堂としても利
用。
◆宿拍室：学校の雰囲気をそのまま残し
て、家族、合宿利用者の交流人口拡大を

◆施設の機能は、一階には集落コン
ビ二、食堂・居酒屋、浴場、二階には
宿泊施設。
◆集落コンビニには住民の「お店がな
いのでほしい」というニーズに応えるも
のとなっている。
◆食堂・居酒屋は地域のコミュニケー
ションの場となっている。
◆宿泊施設は夏は学校関係の合宿
に、土日は村外の宿泊に利用。
◆年間売り上げは目標をはるかに上
回る1400万円、宿泊者数は700人、来
訪者は3000人。

◆宿泊者のリピーター確保のため、
森の巣箱周辺の整備として遊歩道
◆公園づくりをしたいが、住民の多
くは仕事のため、検討もできていな
い。運営が運営委員会や一部の住
民に任せきりになっている。新たな
取り組みを行うには住民全員の協
力が不可欠であり、全員がオー
ナー兼職員であるという意識の浸
透を図るとともに、各住民がそれぞ
れの得意分野で気軽に経営に参加
できる仕組みをつくることが必要。

◆財団法人地域活性化
センターＨＰ
「地域づくり百科」
http://www.chiiki-
dukuri-
hyakka.or.jp/1_all/jirei/2
005_renewal/HTML/9jire
i/9jirei_08.html
◆財団法人　あしたの日
本を創る協会　ＨＰ
「ふるさとづくりネットワー
ク」
http://www.ashita.or.jp/
publish/furu/f2003/30.ht

8 382043 愛媛 八幡浜市 大島 離島漁業再生支援交付金事業

離島漁業再生支援
交付金事業（平成
17年度離島交付
金）

水産庁企
画課

平成17年
度～

2005 集落

漁業者の減少と高齢化が進み、後継者
不足の課題を抱えているため、大島の
環境改善と新たな漁業への取組みによ
り、活性化を目指す。

◆海岸清掃
◆新規養殖業への着業（アワビ。大島独
自の水産ブランド品を目指す。〉

◆海岸清掃の実施により、大島地区
の環境が改善された。また、島民全体
で協力することにより、連帯感強化に
つながった。
◆大島ブランドアワビの育成を目指す
ことにより漁業に対して前向きな姿勢
を持つことができた。

◆愛媛県八幡浜市ＨＰ
http://www.city.yawatah
ama.ehime.jp/00ka/1kou
wan/ooshima/ritougyogy
ou.html

9 382019 愛媛 松山市 上怒和 離島漁業再生支援交付金事業
離島漁業再生支援
交付金事業

水産庁企
画課

集落

離島というハンディを抱え、基幹産業で
ある漁業において、漁業社の現象や高
齢化が進行している。また、魚価の低迷
や燃料費の高騰により、厳しい状況にお
かれている。以上の事から沿岸漁業資
源の維持・増大、漁業環境の保全、集落
の活性化、所得の向上を目指す。

◆アワビの稚貝6500個を放流。
◆水質検査の実施
◆海岸清掃の実施
◆密漁や違反操業、違反漁具の使用等
から地先資源の保護及び漁具の保全を
図るため、漁場監視活動を実施。
◆水産物の簡易加工に共同で取り組み、
イベントで販売した。

◆海岸清掃の実施による自然環境の
保全。
◆新たに水産物の簡易加工に共同で
取り組むことにより、地域コミュニティ
の活性化が図られるとともに、イベント
での加工品販売により都市住民との
交流が図られた。

◆愛媛県松山市ＨＰ
http://www.city.matsuya
ma.ehime.jp/nourinsuisa
n/ritoutorikumi.pdf

10 382019 愛媛 松山市 二神 離島漁業再生支援交付金事業
離島漁業再生支援
交付金事業

水産庁企
画課

集落

離島というハンディを抱え、基幹産業で
ある漁業において、漁業社の現象や高
齢化が進行している。また、魚価の低迷
や燃料費の高騰により、厳しい状況にお
かれている。以上の事から沿岸漁業資
源の維持・増大、漁業環境の保全、集落
の活性化、所得の向上を目指す。

◆アワビの稚貝8000個を放流。
◆海域環境の保全と土砂の流出防止の
ため、コナラを300本植樹。
◆漁港内の海底のゴミの除去。
◆漁場監視活動の実施。
◆水産物の簡易加工に共同で取り組み、
イベントで販売した。

◆海底清掃の実施により、自然環境
の保全が図られた。
◆新たに水産物の簡易加工に共同で
取り組むことにより、地域コミュニティ
の活性化が図られるとともに、イベント
での加工品販売により都市住民との
交流が図られた。

◆愛媛県松山市ＨＰ
http://www.city.matsuya
ma.ehime.jp/nourinsuisa
n/ritoutorikumi.pdf

11 342149 広島 安芸高田市 川根地区 お好み住宅
川根振興
協議会
（住民）

川根振興協
議会（住民）

過疎と高齢化が進む中、若者の定住策
として。

◆市営住宅を「お好み住宅」に。家賃は
月3万円。設計段階から入居者の要望が
反映され、20年後には入居者が安く購入
できる。
◆入居の条件：義務教育を受ける子供が
いて、20年住む。そして地域づくりに参加
する。
◆公募し、住民が面接する。

◆中山間地の公営住宅としては異例
の人気で、1999年から16世帯が入
居。さらに7戸の建設が予定されてい
る（2006年6月現在）。
◆川根小学校の全校児童23人の3分
の2を占める。
◆周辺地区にも影響を与え、川根をモ
デルとして自治組織がつくられた。

◆岩手日報社ＨＰ
http://www.iwate-
np.co.jp/2006kikaku/tok
oton/tokoton53.htm
http://www.cgr.mlit.go.jp
/chiiki-
shakai/shiryo2/siryou4a
kitakata.pdf

12 342149 広島 安芸高田市 川根地区
地区に１軒だけの商店「万屋」　全世
帯出資で存続

川根振興
協議会
（住民）

2000年
（平成12
年）～

2000
川根振興協
議会（住民）

高齢化が進む地区住民の生活を支える
ため。

合理化により店舗廃止となった農協を協
議会が譲り受け、全260世帯が1000円ず
つ出資し、地域での店舗運営を行う。

住民の半分以上が65歳以上の地区で
あり、高齢化が進む地区住民の生活
を支えている。主にお年寄りが訪れ、
材から雑貨まで購入する。

◆岩手日報社ＨＰ
http://www.iwate-
np.co.jp/2006kikaku/tok
oton/tokoton52.htm



13 182028 福井 敦賀市 山
伝統を生かし集落活性化をはかる
山集落

中山間地域等直接
支払制度

集落

「初午祭り」「マナ祭り」を核とした良き伝
統を子々孫々へ伝承していくこと。これ
以上の耕作放棄地発生を防止し、共同
取組み活動当を通して地域の連帯を深
めること。

◆農業生産活動（農地法面の点検・管
理、簡易な排水改良当の基盤整備）
◆多面的機能増進活動（地域の伝統文
化・行事を通した都市住民との交流推進
のため、伝統野菜マナの摘み取り園の開
園に合わせて「マナ祭り」を開催。Ｓ63～）

「マナ祭り」で、従来のイベントに加え
「かかしコンクール」を行った結果、
1000人を超える参加者を迎えることが
でき、多くの人々とより深い交流がで
きた。

◆福井県ＨＰ
http://info.pref.fukui.jp/n
ourin/chokusetu-
shiharai/tsuruga.pdf

14 042064 宮城 白石市 犬卒都婆 集落の活性化をめざして
中山間地域等直接
支払制度

集落
農業生産の継続とともに、地域・農業に
活気を与え、併せて耕作放棄地の解消
など農地保存を目指す。

◆集落内市道沿いにアジサイの植栽管
理を1500m行い、全員対象の先進地研修
を毎年実施。これを契機に村おこしとして
「羽山まつり」を開催。
◆簡易基盤整備（申請農家への対応）、
耕作放棄地の復旧と高齢化による耕作
放棄が予想される農地の管理を集落で
行う。

◆協定締結を機に共同作業により放
棄地の復旧・防止がなされ、参加農家
個別の基盤整備も進展している。
◆話し合いや視察研修の成果として
生まれた独自のアイディアの実現とし
て近隣集落を巻き込んだ「羽山まつ
り」が伝統行事として定着し、国の認
定を受け、活性化につながった。

今後は遊休農地への飼料作物栽
培、販売を行うことも計画しており、
中核農家を中心とした集落組織に
よる農地管理、農作業を目指した地
域全体の活性化を目指す。

◆宮城県ＨＰ
http://www.pref.miyagi.jp
/muradukuri/h_chusan/0
1/jireisyuu/h14/siroisi-
inusotoba.pdf

15 313289 鳥取 智頭町
新田（集落
ＮＰＯ、Ｈ
12～）

都市との交流を契機に集落の活性
を推進

日本1/0村おこし運
動（智頭町、Ｈ9
～）、中山間地域等
直接支払制度

智頭町、
県

集落（ＮＰＯ）

過疎化・高齢化の進行する現状に危機
感をもち、都市交流を軸とした集落活性
化計画を策定し、これまでに整備した施
設の有効活用の推進及び耕作放棄地の
防止を目的とする。

◆農業生産活動〈水路・農道の管理、農
地法面の点家k、機械の共同利用）
◆景観形成のためコスモスや蕎麦を作付
け。
◆大阪いずみ市生協と地区民との田植
え、稲刈り等の農業体験、交流（Ｈ3～）。
小学生を対象に田植えや稲刈りをしなが
ら環境について学ぶ「田んぼの学校」の
実施。
◆伝統文化の保存（人形浄瑠璃芝居の

◆農業体験により将来を担う子供たち
が農業や自然環境に興味を持ち楽し
んでいる姿を見て、農地を含めた自然
環境の保全に対する意識の高揚が図
られた。
◆都市住民との交流により住民の意
識が変化し、自治組織「新田村づくり
運営委員会」を自らの地域の自立を
目指すNPO法人を設立。

◆鳥取県智頭町　新田
地区ＨＰ
http://www2u.biglobe.ne.
jp/~SHINDEN/

16 新潟
越後妻有（十日
町市、津南町）

各集落（約
200）（約
40ヶ国から
アーティス
トを招く）

大地の芸術祭～越後妻有アートトリ
エンナーレ～

越後妻有アートネッ
クレス整備事業（新
潟県の広域地域づ
くりプロジェクト
「ニュー新潟里創プ
ラン」1996～を元
に）

1990年年
代後半
（第一回
大地の芸
術祭は
2000年。
以後3年
おきに開
催。）

越後妻有地
域（各集落住
民と各国から
のアーティス
トとの協働）

◆アートを通じてそれぞれの地域の特色
を生かしながら、過疎高齢化が進む越後
妻有地域の活性化をはかる。
◆6市町村が機能分担をする広域連携
によって推進する。
◆アートを活用して地域の魅力を再発見
し世界に発信する。
◆公共事業のアート化等統一的な地域
イメージを構築する。
◆世界の人々との協働の精神を基底と
する。
◆自然に抱かれた暮らし方を示す地域
モデルとなる。

◆公共事業など恒久的な事業と地域住
民と協働者の活動の両面におけるアート
ネックレス整備事業の成果をアーティスト
の助力を得ながら3年に一度公開し、広く
周知する。
◆広大な妻有地域を舞台として、芸術作
品を山・川・棚田・集落等につくる。作品
制作にあたっては、世界各国のアーティ
ストと集落住民が協働で行う。

◆アートによる地域の再発見
◆アートによる協働（世代、地域、ジャ
ンルを越えた協働。）
◆集落（ローカル）と世界（グローバ
ル）
◆高齢者に対する発想の転換（高齢
者の知恵と経験を必要とする。）
◆子供たちと教育
◆都市と地域の交換（妻有の財産と
都市の財産・欠点を補い合い、交換し
ながら成立する）
◆棚田オーナー制度、農楽塾等の開
催等の都市と農村の交流

◆大地の芸術祭　　～越
後妻有アートトリエン
ナーレ～　ＨＰ
http://www.echigo-
tsumari.jp/

17 462012 鹿児島 鹿児島市 下田
集落全体で取り組む、都市近郊の
キラメク里づくり

きらめくむら創造事
業（鹿児島県）

鹿児島県
平成8年
～

1996 集落

都市近郊集落で高齢化・兼業化・混住化
が進み、共同意識や連帯感が薄れてき
たこと、都市化で農村景観が失われてき
たこと等に対する危機感から、これらに
歯止めをかけること。

◆アイガモ耕作
◆遊歩道と桜並木の手直し
◆鬼火たきの復活
◆水田を利用した景観づくり（収穫後の
水田に植物で絵文字）
◆下田農作業受委託組合発足

◆話し合い活動が活発。
◆農作業受委託組合のリーダーは鹿
児島市内重点地区むらづくり講座の
講師となり、農作業受委託組合の運
営等についてモデル的存在となってい
る。

◆今後も話し合い活動を通して活
性化に取り組み美しい農村景観を
守る。
◆地区民の連帯感づくりに努めな
がら郷土芸能、行事等を通じて住
みやすい村づくりを目指す。
◆農業では水稲作業の受委託が最

◆鹿児島県ＨＰ
http://www.pref.kagoshi
ma.jp/sangyo-
rodo/nogyo/noson/data
/bunya/g14_39700.html

18 462152 鹿児島 薩摩川内市
東郷町南
瀬

子供たちといっしょに花づくり
きらめくむら創造事
業（鹿児島県）

鹿児島県 集落
「花づくり」を通じた子供達とのふれあい
交流

学校と村づくり委員会が一緒になった「花
いっぱい運動会」の開催。休耕田を活用
してコスモスを植える。コスモスやパン
ジー、ポーチュラカを地区民と子供達が
栽培し、地区内の沿道や各家庭に配られ
花いっぱい運動会を地区全体で展開す

◆鹿児島県ＨＰ
http://www.pref.kagoshi
ma.jp/sangyo-
rodo/nogyo/noson/data
/bunya/g14_39700.html

19 313025 鳥取 岩美町 横尾地区
集落と棚田ボランティアで棚田の維
持管理（耕作放棄地解消対策）

平成12年
～

2000 地区
ボランティア制度を導入して、ボランティ
アとともに維持管理が難しくなった棚田
の保全を行っている。

◆「日本の棚田百選」に選ばれたのを機
にH12年に地区住民で「いがみ田を守る
会」を結成しボランティアの導入を始め
た。棚田ボランティアは県が運営委託し
ている農山村ボランティア事務局（地元大
学生の任意団体「学生人材バンク」）で募
集し、水路の管理や稲刈り、猪柵設置等
の作業を行っている。
◆作業後には住民と地元料理で交流会

ボランティア導入の決定と同時に棚田
オーナー制を始めた。大阪や横浜か
らも応募があり、H16には8グループ
（約40名）が参加。H17 には農山村ボ
ランティア事務局も自らオーナーと
なった。この取組みにより、年々住民
とのつながりができ地域の活性化に
つながっている。

◆農林水産省　中四国
農政局ＨＰ
http://www.chushi.maff.g
o.jp/arable/06jirei/jirei/3
1b_zirei15.htm

20 322016 島根
鹿島町（平成17
年合併し、松江
市に）

講武地区 農事組合法人みのりの里講武

県営圃場整備事業
（H2)、しまね地域農
業活性化特別対策
事業当（H8～）

平成14年
～

2002 地区
農地の保全、農産物の地産地消、組合
員の利益だけでなく講武地区全体の発
展を図る。

◆集落営農。基幹農作業はオペレーター
が行い、水管理や畦畔除草等の軽作業
は各構成農家へ再委託。
◆水稲・大豆の栽培と、受託。
◆大豆を味噌・にんにく味噌等に加工し、
販売。

◆後継者のいない農地の受け皿と
しての機能を強化。
◆味噌加工等加工部門の拡大や
新規作物の導入等地域農業の多
角化を図る。
◆役員のボランティアの縮小と担い
手の育成。
◆法人が転作部門を全面的に引き
受ける。
◆事務担当の雇用と税務対策。
◆高収益の園芸作物の導入、新た
な加工品の開発。

◆島根県ＨＰ
http://www2.pref.shiman
e.jp/noushin/einou/list.h
tml

21 323438 島根
横田町（平成17
年に合併し、奥
出雲町に）

八川 農事組合法人三森原

島根水田農業活性
化特別対策事業
（H7 )、棚田地域緊
急保全対策事業
（H10)、先導的利用
集積事業・がんばる
島根農林総合事業
集落活動支援事業
（H１１）、法人経営

平成12年
～

2000 集落

◆棚田圃場整備を景気とした集落一農
場の法人設立
◆グランドカバープランツによる畦畔管
理と景観形成

◆集落営農。基幹農作業はオペレーター
が行い、水管理や畦畔除草等の軽作業
は各構成農家が分担。農機具は法人保
有以外に町農業公社からのリースにより
確保。
◆水稲・大豆・そばの栽培と委託。転作
大豆の地産地消型の加工活動を行い、
身土不二の農業のイメージづくりと健康
食品の商品づくり。

町内ではじめての集落タイプの法人で
あり、町内で集落営農に取り組む営農
集団や意欲のある集落の法人を支援
する等、モデルとして先導的な役割を
果たしている。

◆地区内農地の有効利用と地区外
集落との連携
◆生産物の活用と交流を通じた所
得の確保。　　　　　　　　　　　◆集
落に密着した農業・農村振興（農業
のみにとまらず、集落機能の発揮も
目的としていることから収穫祭等の
世代間交流やコミュニティビジネス
としての都市交流活動等にも積極

◆島根県ＨＰ
http://www2.pref.shiman
e.jp/noushin/einou/list.h
tml

22 322091 島根 雲南市 湯村 農事組合法人槻之屋ヒーリング
平成10年
～

1998 集落
◆癒しと水がテーマの神楽の里
◆無化学肥料・減農薬の「奥出雲癒し
米」をもとに集落の維持

集落営農。水稲、露地野菜、花苗と水稲
受託に取り組む。加工部門では餅と赤
飯。水稲は全て有機質肥料を用い、減農
薬栽培に取り組む。

口コミで顧客が増え、「奥出雲癒し米」
の生産が足りない状況になりつつある
ため、同じ目的で同じ農法を実践して
くる団体と手を組んでいきたい。

◆インターネット等を利用して顧客
と交流し米の販売を促進し、地域の
PRを図りたい。
◆当地区はH22完成の尾原ダムに
隣接しているのでダム周辺の環境
保全を図る活動にも結び付けたい。
◆後継者・人材の育成、I・Uターン
による定住促進、またそのための
ネットワークづくりが課題。

◆島根県ＨＰ
http://www2.pref.shiman
e.jp/noushin/einou/list.h
tml



ている。 ◆交付金を一つの励みとして、事業導

23 322091 島根 雲南市 神代 農事組合法人フレッシュファーム
平成10年
～

1998 集落
農産加工部門との結合による高付加価
値化

集落営農。水稲、大豆を生産し、水稲受
託、加工部門では味噌、梅、餅、蒟蒻、笹
巻きを生産、販売。法人の構成員のみで
なく、その家族も従事し、女性は加工部
門、高齢者は日常管理、若者は機械作
業と能力に応じた役割分担。

条件不利地における集落一農場方式
の農事組合法人の設立事例として県
内外から数多くの視察者を受け入れ
ている。

◆将来的には地域外から専従を2
名程確保したいが、周年雇用や住
居等の問題から検討していく必要
がある。
◆消費者交流型農業のための拠点
づくりが課題。

◆島根県ＨＰ
http://www2.pref.shiman
e.jp/noushin/einou/list.h
tml

24 323861 島根 飯南町
とんばら門
地区

農事組合法人とんばら営農組合
平成11年
～

1999 地区

希農共栄の郷、圃場整備を契機とした集
落一農場の法人設立、グランドカバープ
ランツ（芝桜、松葉菊、アークトセカ）によ
る畦畔管理。

集落営農。水稲、大豆、スイートコーン、
採種ダイコンを生産し、水稲受託。

ゼロからのスタートによる集落一農場
方式の農事組合法人の設立事例とし
て県内外から数多くの視察者を受け
入れている。

水稲と転作の小作料は20000円
/10aで同一であり、転作部門での
収益の安定確保が必要。そのため
法人の構成農家で余った労働力を
法人で有効に活用するシステムの
構築が課題となっており、集団転作
大豆や採種大根・野菜の栽培に取

◆島根県ＨＰ
http://www2.pref.shiman
e.jp/noushin/einou/list.h
tml

25 325015 島根 津和野町
中山奥ヶ
野

農事組合法人おくがの村
昭和62年
～

1987 集落

集落営農のパイオニア、お年寄りが死ぬ
まで集落に住めるしくみづくり、ＣＡＴＶの
設置等、活発なコミュニティ活動、若い力
（後継者）の芽生え

◆集落営農。水稲と水稲受託。
◆Ｉターン等への支援を積極的に行って
おり、研修生を受け入れ後継者育成の場
も提供。

◆中山間地域の集落を維持する為の
法人組織として県内外から注目を集
め、視察者が千人を超えるようにな
り、集落周辺への波及効果も大きい。
◆Ｉターン支援の結果、Ｉターンの青年
夫婦が集落内に農地と家屋を取得し
営農を始めており、法人の一員として
の活躍が期待される。

◆稲作の省力・低コスト化が図ら
れ、余剰労働力を活用して新規転
作作物として青汁の原料である
ケールの栽培に取り組んでいる。法
人化のメリットを生かすためにも事
業量を拡大し、雇用の創出を図らな
ければならない。
◆現在までの活動が、集落の維持・
後継者の確保に結びつくことを期待

◆島根県ＨＰ
http://www2.pref.shiman
e.jp/noushin/einou/list.h
tml

26 323861 島根 飯南町

頓原上地
区（武知、
奥畑、張
戸、迫、泉
川の5集
落）

有限会社ファーム木精
平成11年
～

1999 地区
集落の発展をめざした攻めの法人化、
有限会社による幅広い事業展開、Ｕ・Ｉ
ターンの受け皿としての法人化

◆集落営農。水稲、大豆、キャベツ、ソ
バ、トマトを生産、水稲受託に取り組む。Ｉ
ターンの受け入れを行う。

◆集落営農型法人としては県内初の
有限会社として注目を集めている。
◆水稲についてはＨ14より島根県エコ
ロジー農産物の推進を受け、産直に
よる販売を積極的に行っている。
◆外部から優秀な人材を確保するた
め、求人情報誌で募集を行い、Ｉターン
2名を受け入れている。

施設園芸の拡大による経営の多角
化が課題であるが、そのためには
情報発信や販売ルートの開拓等に
も対応可能な人材確保が必要であ
り、Ｉターンの受け入れを行う。

◆島根県ＨＰ
http://www2.pref.shiman
e.jp/noushin/einou/list.h
tml

27 322032 島根
平田市（平成17
年合併し、出雲
市に）

金山 有限会社金山グローカルファーム
平成13年
～

2001 集落

より一層厳しくなることが予想される21世
紀の農業・農村環境を守り育てるために
立ち向かう勇気を持つとともに、元気の
出る夢のある営農をモットーにグローバ
ルな視野に立って情勢を見極めながら、
よりローカル色を活かした斬新な営業活

◆集落営農。水稲を生産。
◆北山しょうじき村：野菜の直売。Ｓ63
～。Ｈ10からは拠点施設として北山ガル
デンを整備し、直売から農業体験等消費
者との交流活動にも取り組んでいる。
◆手作りのグランドゴルフ場完成Ｈ13

◆法人を核にして、農産物の生産
（法人）と販売（産直市）を連携させ
た地域活性化。                       ◆
地区内にコミュニティ施設（公園）の
整備計画があり、非農家も含めた
集落ぐるみの活動へと発展させる

◆島根県ＨＰ
http://www2.pref.shiman
e.jp/noushin/einou/list.h
tml

28 324493 島根 邑南町 河内判場 農事組合法人田吾作
平成8年
～

1996 集落

集落一農場型+農作業受託法人、集落
営農は本当に気心の知れた人たちとの
コミュニケーションから始まる、集落みん
なで取り組む楽しみ（家族間のつながり）

◆集落営農。水稲、飼料作物、野菜類、
和牛の生産、水稲受託。
◆集落みんなの集落農業への参加意識
を尊重しており、基本的には平等出役・
共同作業を行っている。

◆経営受託・作業受託を含めた経
営面積20haを目指す。
◆経営受託・作業受託面積の拡大
に対応できるオペレーターの育成と
対策。
◆転作の対応。

◆島根県ＨＰ
http://www2.pref.shiman
e.jp/noushin/einou/list.h
tml

29 344311 広島 大崎上島町 原田
中山間地域等直接支払制度による
取組（イノシシ垣の設置など）

中山間地域等直接
支払制度

農林水産
省→都道
府県→市
町村

平成12年
～

2000 集落

高齢化・後継者不足と価格の低迷、イノ
シシによる被害からの農業生産に対す
る意欲低下への対策として。また、農道・
水路等の管理が不十分で車両通行の障
害となったり大雨時の排水能力低下が

◆農道・水路の管理。
◆視察研修。
◆イノシシ捕獲柵
◆周辺林地の下草刈
◆地域活性化活動支援（郷土芸能、行

農道・水路の管理は非農家も含め集
落全体の取組として行われ、かなり改
善された。

イノシシ捕獲柵の成果はまだ十分
でない。

◆広島県ＨＰ
http://www.pref.hiroshim
a.jp/nourin/noutai/tyuu/
tyuu11.html

30 342149 広島

筒賀村（平成16
年合併し、安芸
太田町 に）

井仁
中山間地域等直接支払制度による
取組（棚田を利用して都市農村交
流）

中山間地域等直接
支払制度

農林水産
省→都道
府県→市
町村

平成12年
～

2000 集落
日本棚田百選に選ばれた棚田を利用し
て都市住民との交流を図る。

◆農地の管理、休耕地への花木植栽・管
理、鳥獣被害防止柵の維持管理、農道・
水路の維持・管理。
◆棚田まつり、写真コンテストの実施や
修景植栽地の管理、体験農業の実施

◆自走式草刈機購入により、耕作でき
ない人がいても集落内で助け合うこと
ができるようになった。
◆集落協定外の農地、雑種地等につ
いても、景観の一つと考え、草刈りを

◆広島県ＨＰ
http://www.pref.hiroshim
a.jp/nourin/noutai/tyuu/
tyuu11.html

31 342033 広島 竹原市 郷
中山間地域等直接支払制度による
取組（遊休耕地の利用）

中山間地域等直接
支払制度

農林水産
省→都道
府県→市
町村

平成13年
～

2001 集落
高齢化や農業への意欲減退による耕作
放棄地や休耕地の増化対策。住民同士
の交流を活性化させること。

◆傾斜対応型の自走式草刈機の導入
耕作放棄地復旧（草刈り機購入）
◆イノシシ被害防止柵、箱罠
◆農地の耕作・管理、新規作物の導入
◆景観作物作付け（トルコキキョウ、レン
ゲ、菜の花）
◆池の維持管理、ビオトープ的利用
◆小学生稲刈り体験
◆井戸の維持管理、跳ね天秤復元
◆会報の発行

行うようになった。
◆共同作業や小学生稲刈り体験等の
行事を通して共通の話題が増え、住
民の意思疎通が図られるようになっ
た。
◆耕作放棄地の復旧。
◆農道・水路清掃で集落環境が改
善、さらに跳ね天秤・景観作物の作付
けにより景観が良くなった。それにより
再び農業への意欲が高まり、集落が

◆広島県ＨＰ
http://www.pref.hiroshim
a.jp/nourin/noutai/tyuu/
tyuu11.html

32 203823 長野 辰野町 源上
都市部住民と連携した農業体験・交
流による農地保全活動

中山間地域等直接
支払制度

農林水産
省→都道
府県→市
町村

集落

横川川上流に位置し訪れる人も多いこと
から景観保全を主目的に取り組むため
集落営農を組織し、管理が行き届かな
い農地については都市部住民に対して
ボランティアをよびかけ、農地保全活動
に取り組む。

◆朝市への活動助成

「ふるさと大楽校　農楽部『源上キャンパ
ス』」として位置づけ、年5回の農作業（農
業体験）の実施。

活性化された。
◆遊休農地解消の啓発事業として町
全体への効果が大きい。
◆年5回の作業の食事については地
域の女性グループによる食材の提供
を受け、郷土料理の継承が図られて
いる。
◆営農組合の設立で集落外の人たち
と交流することにより地域の活性化に
繋がっている。

◆1年目は女性に負担がかかる面
もあったので2年目からは来訪者が
自ら行動するようにする。
◆「楽しみながらお茶代が稼げれば
いい」という考えで農産物を市場に
出したが、思うような収益とはならな
かった。今後は地場での消費と、都
市部の特定者との販路を確保する
ための活動を展開する。

◆長野県ＨＰ
http://www.pref.nagano.j
p/nousei/nouson/sansin
/di-jirei.htm

33 204170 長野 大鹿村 梨原
集落内の不在地主農地を、協定参
加者が借り受け、農地の管理

中山間地域特設支
払制度

農林水産
省→都道
府県→市
町村

集落
近年増加している鳥獣被害への対策、
不在地主の農地保全

◆協定参加者が村外へ転出した農家の
農地を借り受け、集落内の農地保全に取
り組む。
◆借り受けた農地で、おはつ桃、ブルー
ベリー、野沢菜、蕎麦等を栽培し、野沢菜
は村内の漬け物工場に出荷、蕎麦は直

◆個の農業から地域農業へと移行し

◆農地保全を地域全体でまとまって
取り組むようになった。
◆生産意欲、農地の管理責任意識が
向上した。

◆鳥獣による被害が大きく生産意
欲がそがれる。
◆事業の継続を願う。

◆長野県ＨＰ
http://www.pref.nagano.j
p/nousei/nouson/sansin
/di-jirei.htm

34 204854 長野 白馬村 青鬼 棚田を守り、古代米（紫米）づくり
中山間地域等直接
支払制度

農林水産
省→都道
府県→市
町村

集落
「日本の棚田百選」に認定された棚田を
保存し、村の特産品である紫米を栽培す
る。

売。
◆山間部の小さな集落では農業を継続
し、棚田を保全していくことが非常に大変
であり、用水路の管理だけでも労力がか
かるため、Ｈ13から村内ボランティアが参
加し、連携して水路の泥上げ、方面の下
草刈りを行っている。
◆特産品として紫米の栽培や、遊休農地
を利用した「青鬼五月まつり」という田植
えイベントや、「青鬼収穫祭」という稲刈り
イベント、小学生による田植え作業も行っ

◆青鬼の紫米は白馬村の特産品とし
て定着し、道の駅白馬で販売され、好
評。
◆水路のボランティア参加、イベント
の開催や学童による田植え作業の実
施により、一般村民、村内児童の山間
部の農業に対する理解が深まるととも
に、農家の棚田保全や営農の意欲も
高まり、遊休農地も年々減少してい
る。

◆農業の担い手問題が深刻で、後
継者がいない。高齢者が少しでも長
く営農できるように、管理に手間の
かからない水路改修や遊休化の懸
念のある農道に接していない農地
について簡易な基盤整備の検討が
必要。
◆日本鹿、かもしか等の鳥獣被害
が増大しているため、防除柵の設
置等対策が必要。

◆長野県ＨＰ
http://www.pref.nagano.j
p/nousei/nouson/sansin
/di-jirei.htm



35 202134 長野 飯山市 小菅の里
交付金を100％共同取組活動に活
用、美しい景観の形成・ビオトープ観
察会等、多様な活動を展開

中山間地域等直接
支払制度

農林水産
省→都道
府県→市
町村

集落

農地・水路・ため池・農道等の維持管理
活動を実施し、景観の保全・創出、ビオ
トープでの自然観察会等多面的機能を
増進する活動により集落の活性化につ
なげる。

◆水路について年4回清掃、草刈を行
い、山腹水路については当番制にして定
期的に見回りを実施し、災害が起きない
ようにしている。
◆景観についてはため池周辺に菜の花
を作付けして観光資源としているほか、
道路沿いを花で飾る取組みを行う。
◆集落内の南竜湖跡地のビオトープを維

◆農地や水路をしっかり管理して守ろ
うという気持ちが強くなった。
◆高齢のため耕地や共同作業が負担
になっていた者にとっては、協定締結
により安心して作業を依頼できるよう
になる等不安感解消にもつながってい
る。

◆小菅むらづくり委員会等と連携
し、農業生産活動を充実させるとと
もに伝統文化や多様な地域資源を
生かした活性化への取組みに力を
注ぐ。

◆長野県ＨＰ
http://www.pref.nagano.j
p/nousei/nouson/sansin
/di-jirei.htm

36 352012 山口 下関市

川久保集
落（金ヶ
峠、大上、
向河内、
下川久保）

4集落共同による農地の復旧、維持
管理

中山間地域等直接
支払制度

農林水産
省→都道
府県→市
町村

集落
農業従事者の高齢化、担い手不足から
生じる問題に対応していくため。

持し自然観察会等に役立てている。
◆鳥獣害対策と並行して協定農用地内
の既耕作放棄地の復旧。
◆エコファーマー認定者による農産物の
栽培面積増加。
◆三セク「豊田あぐりサービス」に対し協

◆高付加価値型農業の実践の取
組み面積の拡大、担い手への農作
業委託に向けた協議を進める。

◆農林水産省　中四国
農政局ＨＰ
http://www.chushi.maff.g
o.jp/chusankan/jirei17/i
ndex.htm

37 324485 島根 美郷町

小松地、
別府、惣
森、寺谷、
志君

近未来・別府風土記（原風景の復興
と新風景の創造）

中山間地域等直接
支払制度

農林水産
省→都道
府県→市
町村

集落
近年小学校統合による地域の活力の減
退や高齢化による地域コミュニティの低
下への対策として

定農用地の10％以上の農作業委託を実

◆イルミネーションによる地域のライト
アップ（見慣れた地域を明るく美しく再生
するだけでなく、一人暮らしのお年寄りの
安否確認にも役立っている。）、蛍まつり
の実施
◆花田植えの再現（50年振り。青壮年、
婦人会、子供会で早乙女や囃子の役割
を分担）
◆地域資源の発掘（銀山街道ウォーク、
地元産酒米で作る地酒「銀路」を生産、
販売）

◆イルミネーションの全戸設置により
気持ちが明るくなり共通の話題が増え
たことで地域コミュニティの向上につな
がった。
◆蛍まつりの実施により身近な自然
への関心が深まった。
◆花田植えの復活は世代間の交流が
深まるとともに消えつつある文化の一
つを継承することができた。
◆銀山ウォークや地酒銀路の販売は
地元の歴史はもちろん地域の自然や
産物を見直すきっかけとなり、地域住

◆地域行事が増加し、忙しすぎると
いう意見がある。
◆今後も継続的に実施していくため
の財源の確保。
◆ふるさとの味復活やグリーンツー
リズムの研究等新たな取組みも開
始し、地域内への交流人口の増加
を図る。そして他地域からも注目さ
れる魅力的で個性ある別府ブラン
ド、コミュニティ、ビジネスの創出を
目指す。

◆農林水産省　中四国
農政局ＨＰ
http://www.chushi.maff.g
o.jp/chusankan/jirei17/i
ndex.htm

38 152102 新潟 十日町
池谷、入
山

「十日町地域おこし実行委員会」
中越復興
市民会議

2004年
（中越地
震震災後
～）

2004

「十日町地域
おこし実行委
員会」（集落
住民、ＮＰＯ、
ボランティア）

民が誇れる郷土をあらなめて認識で
両集落は、池谷集落は現在6世帯、入山
集落は「廃村」となっていたところに５年前
画家の稲田さんが引っ越してきて1世帯と
過疎が非常に進んでいる地域だ。
　震災後に、画家の稲田さんが助けを求
めた「NPO法人JEN」が集落にスタッフを
派遣した。画家の稲田さん、稲田さんの
大屋の山本さん、JENから派遣された今
村さん、この3人が中心となり「十日町地
域おこし実行委員会」というグループが結
成された。このグループは地震で壊れて
しまった山里の生活をとりもどし、さらに
新たな生業づくりにつなげていきたいと
日々活動に打ち込む。拠点は、廃校に
なった小学校を市から借りて自分たちで
改装して利用している。
　「十日町地域おこし実行委員会」と
「NPO法人JEN」は、これまで8回、両集落
での農作業ボランティアを2泊3日程度で
受入れている。

◆中越復興市民会議　Ｈ
Ｐ　「にいがたＮＰＯ情報
ネット」
http://www.nponiigata.jp
/eve_main.php?mode=2&i
d=434ee858a10cd

39 032093 岩手県 一関市　大東町 曽慶
「岩手の緑の環境を豊かに充実しよ
う」ＮＰＯ法人どんぐり協会

平成17年
～

2005
ＮＰＯ法人ど
んぐり協会

　岩手の緑の環境を豊かに充実しよう

曽慶集落は、山間部に位置し過疎化が
進んでいる。この集落の森林の刈りを委
されたＮＰＯが、植物採種園を開園し、植
樹祭や植物観察会、森の音楽会、ツリー
クライミング等多くの事業を展開してお
り、その参加者の多くは集落や隣接する
集落の住民であり、彼らが植物や山菜の
こと、またはこの集落のことなどを事業の
中で語ってくれるなど、ＮＰＯの活動を陰
で支え、それをきっかけに集落を見直す
機会にもなっている。また、集落の人々
の人脈等から派生して都市部の住民も活
動に参加するようになった。

一関市大東町曽慶地区の森
林資源で地域おこしを図ろう
と、苗圃周辺の景観形成と交
流、環境保全を目的に活動し
ています。自主運営する植物
採種園には、ヤマブドウ、ヤ
マナシ、アオモリヒバやミズバ
ショウなど多種多様な植物が
自生しており、4月に行われた
開園式では、花壇作りや自然
散策をして楽しみました。今後
も自然を舞台にした様々な活
動を計画しています。また今
年からは、山菜や雑穀、古代

◆特定非営利活動法人
いわて芸術文化技術共
育研究所　ＨＰ　「act
lab」
http://www.act.jpn.org/p
in/200608/con3.html
◆国立情報学研究所
学協会情報発信サービ
ス
http://wwwsoc.nii.ac.jp/j
fes/info/autumn2006abs
tracts/B14.pdf

40 163228 富山県 上市町 下浅生 あそあそ自然学校
財団法人
富山ＹＭ
ＣＡ

1998年～ 1998
あそあそ自然
学校（ＮＰＯ）

◆農生活空間を遊びと学びの場とする
自然環境教育。
◆子ども、ボランティア、スタッフ、かかわ
る人みんなが成長する「共育」の場づく
り。

子どもや親子を対象とした自然環境教
育、省エネなどエネルギー環境教育、食
育、森林づくり、日本の農村文化の継
承、地域づくりなどに関連した活動を行っ
ている。

毎年、ボランティアやインターンシップ
として、県内外から多数の大学生に協
力してもらっている。

米の栽培にも取り組んでいく
あそあそ自然学校のスタ ト
は、一九九八年の春、財団法
人富山ＹＭＣＡから子どもたち
の里山探検の依頼を受けたこ
とである。私にできるかなと
思ったが、できる範囲でとお
受けした。浅生集落は、他の
山村集落同様、過疎化が進
展し暗いムードとなっていた
が、富山ＹＭＣＡの子どもたち
の元気な姿が集落をぱっと明
るくしてくれた。

◆北陸中日新聞　ＨＰ
http://www.hokuriku.chu
nichi.co.jp/toyamaoffice/
npo/index129.html

41 363685 徳島県
那賀郡木沢村
（平成17年合併
し、那賀町に）

出羽 出羽地区むらづくり推進協議会
平成7年
～

1995

出羽地区むら
づくり推進協
議会（住民に
よる）

地域で過疎化が進む今、ただじっと年を
取り夫婦だけで生活をしていくのではだ
めではないか。都市の子供が振り向い
てくれるような活動をしよう。

◆平成８年に、地域の野菜や果樹などを
販売する「坂州の小屋」を住民総出で手
作りで建設。平成９年には自然や農作業
体験の拠点施設となる「農村レストランい
づりは」も完成し、都市住民との交流が本
格的にスタート。
◆平成11年には、木工芸品のお土産や
テーブル等を制作する「木工生産組合」
の設立、また、伐採跡地で植林を行う「千
樹の森づくり会」を結成するなど地域の資
源を活用した都市住民との交流に幅を拡
げ、地域内の組織との連携を図りながら
年々交流人口を増加させた。

地域住民が一体となって活動により、
農家の所得向上が図られただけでなく
「住民みんなが協力すれば夢も実現
する」という共通の意識が醸成され、
「坂州の小屋」はそのシンボルとなっ
ている。

◆農林水産省　中四国
農政局ＨＰ
http://www.chushi.maff.g
o.jp/nouseikyoku/murad
ukuri/15mura/15-
dewatiku.htm



Ｒ等相乗効果を生み、地域活性化、町

42 282235 兵庫県 丹波市 柏原 NPO法人たんばぐみ
平成14年
～

2002
NPO法人た
んばぐみ

自分たちの丹波をより良くするために・・
たんばぐみの３つの理念
丹波のこれからを考えよう（創造のここ
ろ）
丹波で生きる丹波人として（共生のここ
ろ）
丹波のことは自分たちで決めたい（自律
のこころ）

◆丹波産ブランド「たんばる」の普及振興
◆情報誌きのわ・ホームページなどによ
る
　 丹波地域の情報集発信
◆丹波独自のイベントの展開
◆各種団体などの中間支援事業（NPO法
人設立支援など）
◆各種調査事業
◆集落コミュニティー再生に関連する事

◆ＮＰＯ　たんばぐみ　Ｈ
Ｐ
http://www.tambagumi.c
om/top/index.htm

43 282235 兵庫県 丹波市
神楽地域
の7集落

神楽の郷
①ふるさと交流居住
計画②多自然居住
パイロット事業

①青垣町
②兵庫県

平成16年
～

2004

7集落　（檜
倉、文室、稲
土、惣持、小
碑、大碑、大
名草）

兵庫県丹波の田自然居住地としてこれ
までの経験を踏まえ神楽の里全体で取
り組み、個性豊かな各集落の環境資源
を活かして一過性や季節単位の拘留か
ら年間を通した選択性のある多様な持
続的に成長する交流に向けて「人、情
報、金」の循環システムを構築し、都市
住民に第二のふるさとと環境を提供する
とともに地域全体の活性化を図り、生き
がいのもてる地域雇用の創造を目指
す。

業

◆広報活動等を通じて「神楽の郷」を気
に入った都市住民への住宅等の斡旋、
及び交流イベントなどの企画・運営等。
◆都市住民が米づくりをはじめとした栽
培から収穫までを楽しめる交流事業。
◆村祭りと交流イベントをリンクさせ、都
市住民が参加できるよう配慮。
◆多自然居住推進特区に認定されたこと
による規制緩和を最大限に活用し、平成
１７年度から農地の荒廃対策としてＮＰＯ
が水田借受による減農薬栽培の「丹波源
流米」の生産や市民農園の開設等の農
業経営を実施。

、「神楽の郷」への入居者用
住宅等のハード面の支援は
行政が行い、入居希望者へ
のフォローなどソフト面の支援
はＮＰＯが主体となって行うと
いった、行政・地域が一体と
なったサポート体制も充実し
ている。特に、多自然居住支
援員をＮＰＯ会員の中から任
命し、空き家の斡旋、改築等
のアドバイス、農地の斡旋及
び営農の指導、さらには集落
にある昔ながらのしきたりや
文化活動に関する情報提供
など、新規定住希望者の不安
を解消するための様々なアド
バイスや相談をきめ細かく行
う体制が整備されており、将
来的にはこれら定住者の中か

◆ＮＰＯ法人　神楽の郷
ＨＰ
http://sigura.sub.jp/sigur
a/

44 022101 青森県 平川市 金屋
NPO法人との連携による体験農園
の実施

中山間地域等直接
支払制度

農林水産
省→都道
府県→市
町村

平成17年
度～

2005 集落

ら地域農業を担う者が現れる
高齢化による担い手不足から、集落協
定を締結。遊休農地を活用し、体験農園
の開設をNPO法人と連携して進めると共
に、伝統ある農村景観や伝統行事につ

◆青森県農林水産部　Ｈ
Ｐ　「アップルネット」
http://www.applenet.jp/~
kouzou/tyokubarai/17jir

45 204862 長野県 小谷村 伊折 手づくり福祉の集落活動事業 コモンズ支援事業 長野県

平成17年
（事業開
始日
H17.10.7
事業完了
日
H17.12.28
）

2005 集落

いても次世代へと継承していく。
◆高齢化の深刻化から福祉を地域全体
の課題と捉え、集落住民が全員参加に
よる農業活動を通じ、健康と生きがいを
持って生活することを目指す(介護予防
と集落活性化)。
◆集落にある集会施設を、高齢者が日
中集い、手作業や食事をしながらお互い
が助け合いながら過ごすことができる宅
老所的な施設として設備し、住民同士の

◆集会施設の改修による宅老所的施設
の開設(手作業を行い食事を摂る施設)
◆交流ハウス(オーナー研修、都会住民
との交流、共同作業等に活用)を住民共
同の手づくりにより設備
◆集落活動化のため農地を復活及び特
産品の開発。これらの農産品を利用した
地域外の住民との収穫祭などの交流活
動。

◆事業の特色：福祉を地域の
課題として捉え、行政まかせ
ではない地域独自の福祉の
あり方を住民で考え、展開し
ている。

ei/hirakawakanaya.pdf

◆小谷村（長野県）ＨＰ
「コモンズ支援事業」
http://www.vill.otari.naga
no.jp/mura/gyosei/komo
nzu/index.htm

46 044458 宮城県 加美郡加美町 芋沢
中山間地域等直接支払制度による
取組（炭焼き窯作り）

中山間地域等直接
支払制度

農林水産
省→都道
府県→市
町村

平成14年
～

2002 集落

助け合いによる福祉活動の拠点とする。

制度がスタートした時点で集落は農地の
保全意識が高く、耕作放棄地はなかっ
た。集落では制度を多面的利用増進の
ためのものと位置づけ取り組んだ。

◆わら細工や炭焼きなど伝統技術の利
◆水路・農道・農地法面、山林の維持管
理、作業受託の推進、認定農業者の育
成。
◆Ｈ15年度には集落の名称にちなんだ
自然薯栽培と集落が町から借りている山

◆協定締結を機に協定参加者による
協働活動や話し合いの機会が増え
た。
◆共同作業による自然薯栽培を実施
し、集落における就労の場を確保する

今後は直売所に芋沢の自然薯とし
て出荷し、高付加価値農業の実践
や消費者との交流を推進していくと
ともに、炭焼き窯作りを通じて伝承
や体験学習、グリーン・ツーリズム

◆宮城県中山間地域活
性化推進協議会ＨＰ
http://www.net-
miyagi.org/tyoku-
hyousyou/imozawa.pdf

47 465046 鹿児島県 屋久町 原 げじべえの里
平成15年
～

2003 集落

林を活用した炭焼き窯作りを試みた。焼
◆平成１５年に，観光地「千尋の滝（せん
ぴろのたき）」の近くに直売所「げじべえの
里」を自力で開設
◆地区の農家を中心に「げじべえの里管
理組合」を設立・運営して，農産物や特産
品，絵馬などの販売などを通じた観光客
との交流活動を進めているほか，毎月発
行の地区コミュニティ誌「げじべえの里集
落たより」の全世帯配布，地区内の公園
や水路などの清掃活動，８０年以上前に
途絶えた伝統芸能「原ごちょう踊り」の復
活と保存・伝承の取組など。

ことができた。 等に積極的に取り組む構想である。

◆現在，地区農産物や加工品の通信
販売を行っている。これは昨年から開
始した取組で，当初はぽんかんとたん
かんを販売し，約４００万円の売り上
げ。
◆売れ行きが好調だったことを受け
て，今年からは品数を増やし，ヤマイ
モ，たんかん，ぽんかん，ガジュツ（紫
うこん），パッションフルーツ，たんかん
ジュースを取り扱い，６００万円の売り
上げの見込み。

◆鹿児島県ＨＰ
http://www.pref.kagoshi
ma.jp/sangyo-
rodo/nogyo/noson/mura
/activity03-1.html

48 462039 鹿児島県 鹿屋市　串良町 柳谷 ユニークなむらづくり活動 集落

◆土着菌を活用した環境対策
◆さつまいも栽培とオリジナル焼酎づくり
◆手打ちソバの販売
◆土着菌足湯の設置
◆集落各世帯への「ボーナス１万円」の
支給

ユニークなむらづくり活動を進めてお
り，県内外から高い評価を受けてい
る。

◆鹿児島県ＨＰ
http://www.pref.kagoshi
ma.jp/sangyo-
rodo/nogyo/noson/mura
/activity03-1.html

49 014699 北海道 美深町 二宇布
廃線跡に夢をのせてトロッコ列車が
走る

平成8年
～

1996

 トロッコ王国
美深の会
（住民の有
志）

仁宇布地区は、美幸線廃止の影響もあ
り、年々過疎化が進んだ。低迷する地域
を何とか活性化させたいとする住民の強
い意志が、平成８年６月、住民有志11人
で「旧美幸線を活用する会」を結成、調
査・検討を始めた。
　翌９年12月には、「トロッコ王国美深の
会」に発展。仁宇布の住民は、この廃線
跡を将来地域の活性化に活用したいこ
とを要望し、解体工事が進む中、プラット
ホームや一部区間の路線を既存の形で
残してもらった。

◆集落の空き家を整備して芸術家に住ん

◆軌道延長５キロメートルの工事を完成
し、平成10年７月、トロッコ王国を開国、ト
ロッコの運行を開始
◆トロッコは、ＪＲから旧国鉄時代のもの
を町に払い下げてもらい、王国がリサイク
ルし活用、通常４人乗り３台と、６人乗り
客車２両（牽引用王国オリジナル車）を配
置、エンジン付きで時速20キロで運行し
ている。
◆同会は、20歳代から65歳までの異業種
のメンバーで構成、ボランティア活動で王
国を建国、運営しているが、メンバー同志
の交流はもちろん、入国する都市住民と
の交流も図り、地域農業振興の起爆剤に
している。

◆ゴールデンウィークや夏休みには、
家族連れで賑いをみせている。
◆これまでの入国者は、開国初年が
51日間で981人、２年目は、開国日数
84日で1393人、昨年は、101日で3680
人と年々増加していて、今後も期待さ
れている。
◆仁宇布の雄大な自然環境を体験・
観察し、親子で自然の大切さを実感
し、再認識する機会の提供が出来るこ
と。
◆過疎化が進んでいた地域に、多くの
観光客が訪れることから、町内に新た
な体験型観光事業が展開されたり、
他の観光地も活気を保ち、特産品のＰ

◆年々増加する入国者への対応。
１回１時間の運行であり、１日の対
応人数は制限される。
◆路線設備の修復作業の継続。運
行合間に枕木を交換する等の作業
が残されている。
◆今年４年目を迎え、課題の解決
に奮闘している。

運行時間は、９時から16時
で、第１月曜日のみ運休。

◆ふるさとづくりネット
ワークHP
http://www.ashita.or.jp/i
ndex.htm



取り入れ、地域密着と自己充実を求め、

50 012203 北海道
朝日町（平成17
年合併し、士別
市に）

南朝日
綺ら輝ら喜らら　ときめきロード

平成2年
～

1990

南朝日イルミ
ネーションを
灯す会 （住
民）

近年の過疎化により地区住民の拠り所
であった壬子小学校は平成３年に休校、
平成９年には廃校となった。
　思い出のまなびやをいつまでも心に灯
そうと、公民館分館長の呼び掛けに10戸
の有志が集い、平成２年12月に各家庭
でイルミネーションを点灯したのが始まり
である。

12月に各家庭でイルミネーションを点灯。
翌年には地区全体での取り組みとなり、
同会が結成された。「町道愛別線沿道を
イルミネーションでつなごう」と、隣接する
地区に呼び掛け、「綺ら輝ら喜ららときめ
きロード」が誕生。12月のクリスマスシー
ズンから１月下旬にかけて、約50基で11
キロメートルに渡ってイルミネーションを

平成８年には朝日町で開催された全
道中学校スキー大会歓迎用のイルミ
ネーション製作を依頼され、中学生と
一緒になって大きなイルミネーションを
製作。これが地域と学校との連携を深
めることとなり、地域に愛着と誇りを持
つ子どもたちの育成に一役買うことと
なった。以来、朝日中学校では毎年、

いつかこの安らぎのロードを天塩川
の流れに沿った下流天塩町までの
２５６キロメートルにまで伸ばそう
と、同会は取り組みを続けている。

◆ふるさとづくりネット
ワークHP
http://www.ashita.or.jp/
case/group/f2001/06.ht
m

51 032093 岩手県 一関市
舞川第５
区

五区楽の里
いちのせきの里まち
づくり推進事業

一関市
平成5年
～

1993

「一関市舞川
第５区自治
会」（メンバー
数・38世帯）

点灯している。

◆平成６年から「峠の茶屋跡」「一里塚
跡」の標柱、「往還道」「五区楽の里」の看
板などを設置、さらに公民館脇に東屋「五
区楽亭」を建設。
◆眺めのいい場所に丸太のベンチを置
き、休憩場所を設けた。

干支をかたどったイルミネーションが

公民館脇に東屋「五区楽亭」を建設。
五区楽亭では観月俳句会が開かれ、
大人はお酒を片手に指折り句をひね
り出し、子どもも伸び伸びとした句を詠
み楽しむ。公民館では孫、子、親の３
世代が集まって昔ながらの木や藁の
おもちゃづくり、団子づくりなどを楽し
む。

◆年３回出される広報紙『五
区楽だより』はこれらの活動
に参加した住民の感想を中心
に、写真を多用した紙面づくり
を心がけている。顔が出るこ
とで「隣は何をする人ぞ」の雰
囲気がなくなり、「自分たちの
地域づくり」という意識が芽生
えるため。平成９年にはいわ
て文集まつりで優秀賞に輝い
た。
◆同会ではあくまでも人づくり
を念頭においている。「今日、
明日何かが完成するものでは
ないし、そこに住む人の魅力

◆ふるさとづくりネット
ワークHP
http://www.ashita.or.jp/
case/group/f2001/08.ht
m

52 052035 秋田県
山内村（平成17
年合併し、横手
市に）

三又 魅力ある山里づくりを目指した活動
1990年～
（平成2
年）

1990
麓友会（住民
による）

何とか昔の賑いを取り戻したい

以上の地域の魅力は出ない」
◆地域のコミュニケーションを深め楽しい
村を築こうと、住民の力を結集し、冬期間
でも安心して活用できる集会施設「麓友
館」を建設、周辺に子どもの遊び場も造
成した。これを契機に「麓友会」を結成。
◆村祭りの復活や雪中運動会の実施、
遊水の里づくり構想の提言や自然の恵
みを利用した施設を手作りで整備する

◆ふるさとづくりネット
ワークHP
http://www.ashita.or.jp/
case/group/f2000/09.ht
m

53 062049 山形県 酒田市 手蔵田
うるおいとやすらぎと連帯の“村づく
り”

平成3年 1991

てぐらた人和
夢実行委員
会（住民によ
る）

手蔵田は、県下でもトップクラスの経営
規模と収穫量を誇る米作地帯と言われ
てきたが、社会・経済構造等の変化に伴
い兼業化が進み、減反と自由化により生
産意欲も沈滞。農業に対する将来展望
が描けなくなり、人間的信頼関係や連帯
感も薄れつつあった。
　こうした中「嘆き憤っていても何も生ま
れない。夢を持って何か行動を起こそう」
とした。

等、魅力ある山里づくりを目指した活動を
◆通学路にマリーゴールド等を植え、こ
の道の名称を公募し「なかよしこみち」と
名付け、酒出市より第１回アメニティタウ
ン賞を受賞した。
◆「生涯学習と生きがいづくり」では講演
会や農業研修会を行う。平成４年１月１日
から年３回会報を発刊。
◆「農業が元気でなければ地域も元気が
ない」と数人がサクランボの苗木を植えつ
け、さらにメロンやネギの栽培にも挑戦。
◆消費との直結を目指し、安全な作物を
姿の見える形で販売する方法を米の産

◆兼業から専業に戻った人や専業農
業後継者が出てきた。
◆後継者達は酪農家と提携して堆肥
組合を作り、安全でおいしい有機米作
りを目指している。
◆地区に新しい風が吹き始め、人も元
気を取り戻した。「中平田楽しい農の
会」も結成され活動に広がりを見せ、
将来の地域農業のリード役に期待さ
れている。

秋田県東成瀬村手倉とは、歴
史文書の交換と友好交流調
印を行い末永い友好を約し
た。

◆ふるさとづくりネット
ワークHP
http://www.ashita.or.jp/
case/group/f96/13.htm

54 222020 静岡県
佐久間町（平成
17年合併し、浜
松市に）

浦川地区
地に命、子どもに明るい未来を

平成5年
～

1993
エコピュア佐
久間（住民に
よる）

ＥＭ菌によるボカシで、生ゴミ滅量の循
環型社会を創り出そうというリサイクル
農法に出会った。
「肥料を自家生産できるばかりではなく、
これを町内に広めればゴミの減量に役
立ち、同時にそれぞれの家の自家菜園
で新鮮で安全でおいしい野菜を作ること
ができる。そればかりか、ささやかでは
あっても地球環境の保護に役立ち、何よ
りも地域の人たちに環境について考える
きっかけを与えることになるに違いな
い。」と考えて。

直をはじめ目下研究中。

◆生ゴミは１０リットル入り密閉容器（約５
キロ）で１か月およそ１００個を回収。
◆毎週回収した生ゴミにボカシを加えて
保管庫に並べると、１か月寝かせたボカ
シ和えを農園に肥料として埋め処理をす
る。そして空容器を洗浄して太陽に干す。
来過のリース用として回収時に持参し、
生ゴミ入り容器と交換する仕組み。

◆生ゴミは毎年６トン余りが回収され、
良質な有機肥料としてリサイクルされ
ている。
◆平成６年度、４０世帯から始まった
生ゴミ滅量運動は年毎に広がり、今や
１３０世帯にのぼっている。自家処理
が可能な希望者に必要量が供給でき
るよう、ボカシの生産（実費頒布）に追
われている。
◆生ゴミが自家処理できない非農家２
２世帯は、希望によって会員が回収。
生ゴミの回収は「愛の１声運動」でもあ
り、一人暮らしのお年寄りに一声かけ
る。副次的効果とはいえ地域福祉にも

自分たちの町を誇りとし、元気を出
して、土づくり、栽培、収穫、流通、
交流が融合した独自のベジタブル
パークを住民参加で創り出したい。

◆ふるさとづくりネット
ワークHP
http://www.ashita.or.jp/

55 402184 福岡県 春日市 惣利地区

"愛夢惣利（あいむそうり）"を合言葉
に地域の活性化

  

平成7年
～

1995

惣利好いとう
会
（地区住民の
有志15人を
中心に。）

魅力・元気のない地域に危機感。
酒を飲みながら語らいつつ、とにかくグ
ループを結成し、なにか活動をしようとい
う話になり、「惣利好いとう会」が誕生し
た。

◆初めに企画したのは、７月の行事であ
る地区祭りへの参加。模擬店でビール売
り、花火打ち上げ。
◆ゼロからの獅子舞で、3ヶ月猛特訓を
行い、元旦に予約された40件を回る。
◆ＮＨＫや民放ＴＶ、ラジオなどに数度出
演。新聞にも、地域おこしの面白い存在
としてたびたび取り上げられる。
◆公の組織ではない任意の団体だが、
区に対してはいろいろな行事を提案。今
では、「どんど焼き」「もちつき大会」など、

貢献でき、お年寄りに感謝されること
◆イベントのときは、子どもたちはもち
ろんのこと、日ごろふれ合うことのない
大人の人たちが交流を重ねるようにな
り、とうとう昨年には60歳以上の方で
結成された「ゲンキ会」が発足。当初
自分たちが考えていた「地域活性化の
起爆剤になろう」という思いが、次々と
実現している。青年・中年層は「惣利
好いとう会」、熟年層は「ゲンキ会」、そ
してその上に「老人会」、と各年齢層に
分かれた組織が、お互いに連携し合

当面の目標は、まずは、２年前より
始めたチンドン屋のレベルをもっと
上げていくこと。そして今年よりス
タートする「蛇おどり」。

◆ふるさとづくりネット
ワークHP
http://www.ashita.or.jp/

56 422070 長崎県 平戸市
根獅子地
区

根獅子の浜を素材に、総意と工夫で
創る自立のまちづくり

平成7年
～

1995

ヒラド・ビッグ
フューチャー
ズ（町の有志
23人を中心
に。）

現実を嘆き、批判し、愚痴をいっても何も
生れない。自分たちが他人に頼らず自
分の町を楽しく面白く創っていきたい。
キャッチフレーズは“交流が生む豊かな
まちづくり”。

日本古来の伝統行事が毎年行われるよ
◆「海彦山彦物語」開催。４０名の福岡県
朝倉郡の山彦たちを迎え、海の自然体験
を通して意見交換し、今後の交流を約束
した。
◆自然農法を学習し、赤土を活かしてバ
レイショやタマネギ、ビワなどの特産化を
目指している。
◆ジャンボタニシ活用水稲栽培」講習会
◆「マル・ウォルドロン・ジャズコンサート」
このようなイベントで心を紡ぎ、心を束ね
てまちづくりの火種を灯す。
◆福祉や環境保全、ボランティア活動も

い、うまく起動し始めた。

活動から多様なクループが誕生。

本会は、「可燃性の人」の集合体で
あり、燃え盛る焚き火のような、また
時には、炎を煽る風のようなグルー
プとして、自ら輝き、地域を暖め輝
かせていきたい。

◆ふるさとづくりネット
ワークHP
http://www.ashita.or.jp/



連携も進めていくこととしている。

57 422045 長崎県 諫早市
柳谷・大野
集落

魅せます　山あいの里づくり
平成7年
～

1995
山あいの里
育成会（住民
による）

地域活性化

◆域活性化施設・やまびこ館を拠点に都
市の消費者とのふれあい体験農園での
交流や特産品の加工販売、高齢者や障
害者の生きがい活動の支援など。
◆平成１０年末には、食堂開店の許可を
取得し、農村食堂メニューの開発に取り
組んだ。

◆消費者との交流活動は、会員の行
動範囲を拡大し、同時に見聞を広め
情報量を増やした。そのことが高齢の
女性たちに働く場の確保と農外収入を
もたらし、高齢者の生き甲斐となって、
地域の活性化に寄与している。
◆加工部の紅あずまを使った芋ぺー
ストは、市内の菓子業者に販売するま

平成９年、会には新たに青壮
年が加わった。以前から若い
層の参加が少なく気にはして
いたが、地域振興アドバイ
ザーの助言で再度呼びかけ
を行い、「いま村を起こさない
と手遅れになる。若者たちが
事を起こそう」と立ち上がり、
会で新しい事業や活動を中心

◆ふるさとづくりネット
ワークHP
http://www.ashita.or.jp/

58 015784 北海道 白老町 竹浦地区
地域福祉ネットワーク生かしきめ細
かい自主防災体制整備

平成5年
～（町内
会として
財産を持
つことが
認められ
るための
法人格を
取得した
年。）

1993
クラウン町内
会

◆子供も若者もいない町内会。よそ者同
士の集まりで、ほとんどが高齢者。歴史
も浅い。ともすれば町内会運営には悪条
件となりかねない地域の特徴を、いわば
逆手に取って「安全なコミュニティー」づく
りに取り組む。
◆出発点は、福祉のネットワークづくり
だった。老人世帯は、夫婦のどちらかに
でも何か起きたらと、心細い。だから「隣
近所、声掛け合って」との発想だ。それを
防災につなげていこうという努力を積み
重ねている。

でになった。

◆日ごろの近隣関係は「寄らず、離れ
ず」、緊急避難時には「声掛け、連れ立っ
て」を、町内会のモットーにしている。
◆土地が区画整理されており、家がかた
まって建っているという分譲団地ならでは
の利点も生かす。その具体化が「避難時
の班別連れ立ち向こう三軒両隣編成」で
あり、「緊急時班別駆け付け者一覧」であ
る。一班の○○さんの所には××さんと
△△さんが駆け付けるという約束事を相
関図にした駆け付け者一覧図は、見事な
までに実践的だ。

◆川と国道と鉄道に囲まれた新興
の造成団地である。橋が落ち、国道
が寸断されれば孤立する。自前の
重機が欲しい。去年の訓練ではトラ
ンシーバーが必需品であることも分
かった。車いすも、自前のものがあ
れば要救援者の介助に便利。近隣
の町内会との連携も深めたい。
◆町内会会員の年齢構成を考える
と「お先真っ暗」といった声もある。
こればかりは町内会役員がいくら頑
張っても、どうにもなりそうもない。
行政とのつながりを大切にしなが

的に担っていく企画部を結成
白老町では、阪神大震災が
起きた１９９５年、すかさず２
月に町と消防と警察と自衛隊
の四者懇談会を開いた。有事
の連携・協力態勢の再確認が
目的だった。その年の３月に
は「わが家の防災」と題した町
広報特集号を町内９０００戸
の全戸に配布した。「しかし行
政が出来ることは限られてい
る。住民の意識こそ大切だ。
クラウン町内会のような自主
防災組織を、とにかく新年度

◆ふるさとづくりネット
ワークHP
http://www.ashita.or.jp/

59 053490 秋田県
八森町（平成18
年合併し、八峰
町に）

本館

ありのままの自然・歴史・文化を活
かしたグリーン・ツーリズム
の推進によって魅力あるむらづくり
を実践

◆町によ
る施設面
での援助
◆山林振
興会や水
利組合を
通じた他
集落との
協力

平成8年
～

1996
八森町本館
自治会

地区が持っている長所の把握、それを活
かしたグリーンツーリズムを基本とした
取り組みの展開。

◆グリーン・ツーリズム活動：「集落まるご
と農村博物館」構想の実現（自然環境、
景観、農村生活の歴史と文化など、地区
が守り維持してきたものをそのまま都市
生活者に提供）
◆高齢者や女性の力を活かすイベントの
設定：「本館そば」のそば打ち体験
◆次世代への農業体験伝承
◆猿追い活動ボランティアとの交流
◆本館城落城400年供養祭

◆集落の活性化と維持・向上：グリー
ン・ツーリズムの実践を通じて、自治
会内各グループの役割が明確化さ
れ、連携をより一層深めている。
◆周りの人々を巻き込んだグリーン・
ツーリズム：町の援助、山林振興会や
水利組合を通じた他集落との協力を
はじめとし、町のむらおこしの団体と
の連携を深めながら地産地消に関す
るイベントなどの大きな取り組みに繋
げていくなど、小さなむらを核とした幅
広いグリーンツーリズムのネットワー
クを形成。
◆草の根国際交流：「猿追い」ボラン
ティアを通じて、自治会と国際ボラン
ティア集団との交流が始まった。
◆他地域への波及性：自治会活動が
そのままグリーン・ツーリズム活動の
推進母体へと発展した貴重な成功例

ら、今を見つめて取り組むしかな には１０町内会ぐらいで結成

◆体験などのイベントメニューに
は、山への植栽、魚加工、地域の
伝統食づくりなどを企画している。
◆近郊の日本海では季節に応じて
ハタハタ、黒鯛、ほっけ、いかなど
の釣りが楽しめるため、町・漁協と
の連携で釣りガイド風の取り組みに
ついて協議している。

◆農林水産省ＨＰ
http://www.jri.maff.go.jp
/jirei/doc/2004/506/00
2.html

60 392014 高知県 高知市
五台山地
区

“スーパー過疎地”五台山地区への
移動販売車誘致

地域の元気応援団 県
平成18年
～

2006

地域の元気
応援団（高知
チーム）（市
職員と住民に
よる）

ふれあいセンター長や、振興会の会長、
また民生児童委員連絡協議会の会長や
民生委員の方から聞き取りを行った結
果、五台山地区は高知市内でありながら
近くに量販店がなく、自動車の運転がで
きない高齢者は大変不便な思いをして
いることが判明。その解決を目指す。

県内で移動販売に取り組んでいるサンプ
ラザに現状を説明し、移動販売車の乗り
入れを申し出る。了承を得、地域で説明
会を開き、好感触を得たことから、販売場
所の選定や地主との交渉などを経て、毎
週木曜日午後五台山地区内5ヶ所での移
動販売が実現。

であり、新聞等にも取り上げられるな

利用者は高齢者の方が中心だった
が、なかには幼児を連れたり、自動車
に乗らない若いお母さんの姿も見受け
られた。

◆地域では、この移動販売車の乗
り入れが長く続くようにと、今後も利
用の声かけを続けていくとのこと。
◆この地域の特に移動手段を持た
ない高齢者にとって、この移動販売
が週1回の貴重な買い物の機会で
あるとともに、ひきこもりがちな高齢
者の外出機会になればと期待され
る。

◆サンプラザ…現在６台のバ
スで県内２３市町村を回り、各
地域の買い物の不便を解消
するとともに、過疎地では高
齢者の見守りの役目も果たし
ている。商売としてより地域貢
献の意味合いが強い事業で
ある。
◆商品は１５０品目で、生鮮
品は当日の朝に仕入れるな
ど消費期限への配慮を行って
いる。地域のニーズに合わせ
た商品の搭載（山間部には
魚、高齢が多い場合お餅は

◆高知県ＨＰ
http://www.pref.kochi.jp
/~chiiki/oendan/katsudo
/18th/0600511.html

61 093432 栃木県 茂木町 元古沢
ゆずの里かおり村「みんなでヤッ
ペーゆずの里」

昭和61年
～

1986

八溝ゆず生
産組合（集落
の農家13戸
全戸からな
る）

県境にある小さな山村集落で、過疎の一
途を辿っている状況を何とかしたい。

◆荒廃した段々畑を再開混し、300本の
ゆずの苗木を全員で植樹。納屋を改築
し、公民館を建設（住民の資財）。昭和63
年にゆずが実ったのを契機に「ゆず祭り」
を開催、マスコミに注目してもらうため「大
ボラ吹き大会」を企画し、大成功を収め
た。
◆平成５年にはゆずのオーナー制度を開
始し、現在では10００人を超え、１万本の
ユズが植えられ、年間２万人の観光客が
集まるようになった。
◆「ゆずの里かおり村」を開設し、都市住

◆代表の石川氏は、そのアイディアと
行動力で地域住民一人一人に自信を
植え付け、活力を失った集落を活気あ
る集落へと変貌させた。
◆また、栃木県村づくりの先駆者とし
て県内の村づくりの指導も数多く行
い、こうした活動が評価され、国土交
通省選定の観光カリスマ百選にも選
定された。

載せないなど）のほか、電話・

今後は、近隣地区を巻き込んだ「フ
ルーツ村構想」を掲げ、年間を通し
て果物収穫体験等が楽しめる地域
づくりに取り組んでいる。

◆関東経済産業局「コ
ミュニティビジネス事例
集２００６」
http://www.kanto.meti.g
o.jp/seisaku/community
/data/jireishuu2006.pdf

62 336637 岡山県
久米郡　久米南
町

北庄西
中山間地域等直接支払制度を利用
した取組（集落営農を基盤とした取
り組み）

中山間地域等直接
支払制度

農林水産
省→都道
府県→市
町村

平成18年
～

2006 集落

集落内における基幹的農作業は、従
来、個々の農家で行ってきたが、高齢化
が進展する中で将来的に基幹的農作業
も困難となる農業者が予想された。この
ため、前期対策に取り組んだ結果集落
内の話し合いが進み、集落営農に取り
組むこととなった。

民を「かおり村の村民」とするなど継続的

集落マスタープランの概要
◆集落の将来像
集落営農に取り組み、低コストで安定的
な営農を目指す。
もち米、黒大豆、ゆず等地元産農産物の
加工品の商品化により収益の向上を図
る。
非農家等及び他集落との連携による道
水路管理等の実施や、獣害対策として防
護柵を設置。

◆平成１７年度には、集落営農化へ
の話し合いが進み平成１８年度に
は組織化確立を行い、平成１８～１
９年度において、交付金の積立等を
活用して共同機械の購入を予定し
ている。さらに、法人化へ向けた研
修を随時行いながら、平成２０年４
月を目途に法人設立を予定してい
る。
◆効率的な道水路管理と効果的な
獣害対策を実施するため、非農家・
非対象農家との連携や他集落との

◆中四国農政局ＨＰ
http://www.chushi.maff.g
o.jp/chusankan/jirei17/2
-04.htm



松本市に） むらづくり事業） リーが植栽できた。 きたい。
4-nagawa.htm

63 182044 福井県 小浜市 竹長
集落全戸参加による食のまちづくり
をめざして

中山間地域等直接
支払制度

農林水産
省→都道
府県→市
町村

平成12年 2000 集落

住民のほとんどが準主業農家で、水田
の多くが湿田で、時折水不足に悩まされ
る等農業を持続する上で厳しい条件下
にある。住民の主体性を尊重し、地域の
資源と潜在的活力を引き出せる永続的
な住民参加の組織作りを目指す。

◆平成12年に設立された「竹長農地保全
組合」と既存の野菜生産組織「西農クラ
ブ」が一体となり、耕作不利地域の保全、
稲作、生産調整等の農業施策に取り組
む。
◆麦跡地を活用して集落総出で大豆の
作付けを行う。
◆収穫した大豆を集落の主婦と地元豆

◆福井県ＨＰ
http://info.pref.fukui.jp/n
ourin/chokusetu-
shiharai/obama.pdf

64 182010 福井県
美山町（平成18
年合併し、福井
市に）

河内 800年の伝統を守る河内郷
中山間地域等直接
支払制度

農林水産
省→都道
府県→市
町村

昭和51年
～

1976 集落

集落の主産業は農林業であり、過疎と
高齢化が進んでいる。今後耕作放棄地
が増える可能性があり、直接支払制度を
利用して防止していきたい。

腐業が加工し、収穫祭で披露する。
◆昭和51年に集落内で「河内赤かぶら生
産組合」を設立し、赤かぶらの焼畑栽培
の保存や転作田での栽培等生産拡大に
努めている。
◆生産組合の女性グループが赤かぶら
を酢漬けに加工し、町内外へ販売。
◆毎年5月5日には県無形文化財の「じじ
ぐれ祭」が行われ、地域内外から多数の
人が訪れ、集落の活性化を図ると共に伝
統ある祭を継承している。
◆イノシシの被害対処のため共有で電気
柵を購入、設置。
◆農地に隣接する周辺林地の下草刈り
を実施し、国土の保全及び農作業の効率

中山間地域等直接支払制度
は、交付額も少なく、期間も5
年間と定められ、また事務的
にも煩雑なので、もう少しスト
レートな支払と交付額の増額
及び期間の延長を望む。

◆福井県ＨＰ
http://info.pref.fukui.jp/n
ourin/chokusetu-
shiharai/miyama.pdf

65 184233 福井県 越前町 梨子ヶ平 全国初！越前水仙オーナー制度
中山間地域直接支
払制度

農林水産
省→都道
府県→市
町村

平成12年 2000 集落

近年高齢化・過疎化が進み、急傾斜地と
いうこともあり田は守れず、ほとんど水仙
に転作されてしまった。また、耕作放棄
地の増加、水仙の品質の低下が懸念さ
れている。そのため、オーナー制度を活
用して棚田を保全し先祖伝来の千枚田

化と美観づくりに努めている。
◆平成11年に全国棚田百選に選ばれた
千枚田に、越前水仙を栽培。また、福井
梅も栽培される。
◆平成12年から水仙の棚田オーナー制
度を実施。現在60人ほどのオーナーが年
に2回の草刈り及び収穫作業や地元農業

平成13年からは福井梅のオーナー
も募集し、集落一体となって地域の
活性化に取り組んでいく。

◆福井県ＨＰ
http://info.pref.fukui.jp/n
ourin/chokusetu-
shiharai/echizen.pdf

66 043028 宮城県
刈田郡　七ヶ宿
町

湯原
担い手の育成と農地集積の取組で
集落の活性化

中山間地域直接支
払制度

農林水産
省→都道
府県→市

平成17年
度～

2005 集落

を守っていきたい。

高齢化が進み、後を継ぐ見込みのない
兼業農家が多い。農業生産停滞と耕作
放棄地の増加の対策をたてる。

者との交流を行う。

積極的に農地利用集積を進め、山間高
冷地の立地条件を活かし、そば、えごま、
山菜等を栽培し経営の安定を図る。

高付加価値を高めるための加工技
術を身につけ、販売を促進し収益性
を高める。認定農業者の育成：現在

◆宮城県ＨＰ
http://www.pref.miyagi.jp
/muradukuri/h_chusan/0
1/jireisyuu/h17/jirei-

67 041009 宮城県 仙台市 難波 集落の自立を目指して
中山間地域直接支
払制度

町村

農林水産
省→都道
府県→市
町村

平成12年
度

2000年 集落

周辺環境の変貌や新住民の転入等によ
り地域の自然や歴史、伝統・文化に対す
る意識が薄らぎ、耕作放棄地も発生する
等、集落のまとまりに危機意識を感じ
て。

◆平成12年度から共同取組活動の一環
として景観作物のコスモスや蕎麦の栽培
を行う。
◆平成15年度に集落全戸参加による模
擬結婚式「お立ち酒」を開催。
◆平成16年度からは交付金で蕎麦の収
穫機を購入し蕎麦の集団転作を行い集
落営農を目標進める。
◆交付金で中山間地域農林業体験留学

◆「お立ち酒」では集落の宝である民
謡「お立ち酒」と「難波神楽」の保存と
伝承に大きく貢献し、希薄になりがち
であった集落の結束が図られた。
◆難波神楽では子ども達が練習を積
み重ねて伝承してきたが、大人神楽で
も新しい踊り手ができており集落の活
性化が図られている。

3人→4人へ。

交付金で購入した蕎麦収穫機を有
効活用して資金を造成し、将来的に
は水稲用汎用型コンバインを導入
し、交付金がなくとも自立可能な集
落営農を確立することを目標として
いる。

yunohara(H17).pdf

◆宮城県中山間地域活
性化推進協議会ＨＰ
「みやぎふれあいネット」
http://www.net-
miyagi.org/tyoku-
hyousyou/naniwa.pdf

68 312037 鳥取県 倉吉市 福原
「老人と若者のきずなをつちかうみ
どりむら」

「福原やろう
会」（住民全
戸参加）

平成5年から全戸参加の「福原やろう会」
を組織し、高齢者の就労の場をつくる。

事業を難波集落が主催で実施し、都市住
高齢者の就労の場として、手づくりの炭
焼き窯を建設、木炭と竹炭、また煙を冷
却して出る木酢液や竹酢液を販売するな
ど、村の活性化に取り組む。町内の特産
品販売所(JAふれあいハウス・道の駅「犬
挟」)で販売中。

◆炭は火力が強く、バーベキューや茶
の湯の燃料として重宝がられるほか、
畳の下などに敷く乾燥剤としても利用
される。
◆竹酢液も木酢液同様、病害虫の防
除や脱臭、入浴剤として利用され、

◆鳥取県倉吉市関金町
関金温泉観光案内所Ｈ
Ｐ「せきがね観光ガイド」
http://www.sekigane.net
/guide/list/facilities/su

69 155853 新潟県 北山町 府屋 ゴミ集積小屋設置事業
魅力ある集落づくり
事業

北山町
平成17年
度～

2005

学校町魅力
ある集落づく
り委員会（住

「タールが少ない分、肌ざわりがやわ

集落環境美化のため、ゴミ集積小屋を新
たに設置する。

miyaki/index.html

◆新潟県北山町ＨＰ
http://www.town.sanpok
u.niigata.jp/syuuraku/sy
urakudukuri/H17/syurak

70 155853 新潟県 北山町 山熊田 残雪のブナ林を歩く会
魅力ある集落づくり
事業

北山町

民による）

山熊田ドリー
ム（住民によ
る）

山北町にもこんなに素晴らしい場所がる
ことを皆さんに紹介したく始めた。

残雪多く残るブナ林を町内外から参加者
を募集し、開催する交流イベント

毎年回を重ね多くの人でにぎわう。。
多くの人はリピータとして訪れ、自然を
会して山熊田の魅力を紹介した取り組
みが、地域の人の魅力につながり、多
くの「山熊田ファン」を生んでいる。

udukuri06-1.html

◆新潟県北山町ＨＰ
http://www.town.sanpok
u.niigata.jp/syuuraku/sy
urakudukuri/H16/syuura

71 155853 新潟県 北山町 碁石 碁石集落生きがいデイホーム事業
魅力ある集落づくり
事業

北山町
平成15年
度～

2003
碁石361委員
会（住民によ
る）

高齢者の生きがい対策事業

伝統行事の「団子ならし」やお手玉遊び
などを、集落の子どもたちと楽しんでおこ
なったり、健康相談なども行なった。

ku05-A.html

◆新潟県北山町ＨＰ
http://www.town.sanpok
u.niigata.jp/syuuraku/sy
urakudukuri/H15/syuura

72 202177 長野県
望月町（平成17
年合併し、佐久 東春

安全・安心な農作物づくり、すたれて
いく食文化の味噌づくり、新たな品

個性と魅力あふれ
る集落づくり（おらの 長野県 平成16年 2004

東春耕作組
合（東春睦

安全・安心な農作物づくり、すたれていく
食文化の味噌づくり、新たな品目の研究

地元産大豆を使った味噌の生産加工（先
進地研修、試作加工、施設整備等）

地元産大豆と米を使いメンバーでの
自家用味噌づくりが始まった。

遊休地に大豆を作付け、将来は消
費者の味噌作り体験や販売も進め

ku04-2.html
◆長野県ＨＰ
http://www.pref.nagano.j
p/nousei/nouson/tiiki/1

73 202177 長野県

市に）

旧浅科村（平成
17年合併し、佐
久市に）

矢島

目の研究

いきいき長寿手づくり凍み豆腐健康
むら再生計画

むらづくり事業）

個性と魅力あふれ
る集落づくり（おらの
むらづくり事業）

長野県 平成16年 2004

会）

矢島地区むら
づくり検討委
員会

地域再生計画者の認定を受けた「いきい
き長寿手づくり凍み豆腐健康むら再生計
画」をメインに農村の伝統生活と食の連
帯の再構築

大豆試験ほ設置、加工技術等研修会（加
工・食品衛生）、先進地研修等

地産地消を基本として地元産大豆を
原料に、地域に根ざした豆腐や味噌
づくりが始まった。

たい。

遊休農地対策として大豆を作付け、
安全・安心な地場農産物加工を進
めたい。

-mochizuki.htm

◆長野県ＨＰ
http://www.pref.nagano.j
p/nousei/nouson/tiiki/2
-asashina.htm

74 204480 長野県 生坂村下 下生坂 村一番活気がある集落を目指す
個性と魅力あふれ
る集落づくり（おらの 長野県 平成16年 2004 集落

村一番活気がある集落を目指す
遊休荒廃農地の解消、特産品の開発、
水田作業受託組織の育成等（サフォーク
の放牧による遊休農地解消への取り組

◆１ｈａの遊休荒廃農地が整備され、
獣害防止にもつながった。
◆マコモタケの試験栽培ができた。販

水田作業受託組織の育成へ向け
て、引き続き検討の場を設けて進め
る。

◆長野県ＨＰ
http://www.pref.nagano.j
p/nousei/nouson/tiiki/1

75 202029 長野県
旧奈川村（平成
17年に合併し、 古宿

ながわの気候を活かした観光農園
事業

むらづくり事業）

個性と魅力あふれ
る集落づくり（おらの 長野県 平成16年 2004

古宿農産物
生産者組合

ながわの気候を活かした観光農園事業
（つみ取り体験型農園の整備）

み ）

ブルーベリーの植栽、先進地視察研修等

売方策を検討していきたい。

１ｈａの遊休荒廃農地が整備され、そ
こに特産品として期待されるブルーベ

今後、周辺環境の整備も進め、観
光農園へ繋がる活動を継続してい

2-ikusaka.htm
◆長野県ＨＰ
http://www.pref.nagano.j
p/nousei/nouson/tiiki/1



落内の親睦を深めます。また、視察研
修、農産物加工研修を行い、村づくりの

76 152242 新潟県 佐渡市 岩首
「集落は集落の人たちが守り次世代
の子ども達に残してやらなくてはい
けない」を合言葉に

①地域活性化事業
（チャレンジ事業）
（両津市）、②中山
間地域直接支払制
度

①両津市
（現 佐渡
市）②農
林水産省
→都道府
県→市町
村

①平成10
年②平成
12年

2000
岩首集落村
づくり委員会

集落の農地等の荒廃に対する危機感の
高まりから、どうしたら集落を維持できる
か模索。

◆営農体制の確立：既存の「岩首農用機
械利用組合」を集落農業の核とし、育苗、
田植え、稲刈り、乾燥調整の各作業を共
同作業で実施。高齢化・兼業化に対応し
た営農体制を確立するとともに、若手オ
ペレーター５名を確保し、地域営農システ
ムの一翼を担う組織として、より一層の充
実を図っている。今後は更に法人化目指
す。
◆新規作物導入による耕地の有効活用

◆平成10年に旧両津市の地域活性化
事業を活用して、集落内にある「養老
の滝」を整備。
集落住民による遊歩道作りや山野草
育成等を行って整備し、事業終了後も
春と秋の２回、集落住民のボランティ
ア活動により、遊歩道の修繕や清掃
などを行い、集落のいこいの場とし
て、また集落の観光拠点として、大切
に維持管理されている。

平成10年から両津市（現 佐
渡市）の地域活性化事業
（チャレンジ事業）を活用し、
「岩首開発委員会」を立ち上
げた。開発委員会が、地域資
源として集落内にある「養老
の滝」の環境整備等に取り組
んだことにより、集落が活性
化するとともに、まとまりが生
まれた。　その後、大きな契機
となったのは平成12年度から
の中山間地域等直接支払制

◆農林水産省　北陸農
政局ＨＰ
http://www.hokuriku.maf
f.go.jp/news/plan/mura/
h16niigata.html

77 032131 岩手県 二戸市 門崎
若い世代が魅力を感じられる古里に
したい「浄門の里」のむらづくり

平成8年
～

1996
門崎むらずく
り推進協議会

若い世代が、集落からいなくなっていく。
都市部へ就職し、盆や正月、農繁期にも
帰ってこない。過疎高齢化が進んでいく
ことに危機感を抱き、何とかして集落に
活気を取り戻したいとの地域民の願いが
設立のきっかけとなりました。

◆下水道の整備
◆都市との交流会（野菜や果物の収穫、
郷土料理の提供、懇談会）
◆門崎産の農産物を交流のある都市部
で直売
◆集落の入り口に村の案内板を設置。

活気あふれる地域づくり活動が実を結
び、若い世代のＵターンも増えてい
る。

度であった。まず、平成12年４
月に「岩首村づくり委員会」を

「村おこし、地域づくりは、一
年ストップしたらゼロからやり
直し。だから継続することが
大切なんです」

◆岩手県ＨＰ
http://www.pref.iwate.jp
/~hp020102/johmon/ind
ex.html

78 052035 秋田県 横手市 中村 共同と助け合いの精神で村づくり
昭和45年
～

1970 集落

◆風流なあずまやや水車小屋、浄門庵を
住民の手で作る。
◆花卉栽培等の導入による収益性の高
い複合経営確立
◆ブラザー制度（新規栽培者にベテラン
農家が栽培技術を公開・指導）による技
術向上と後継者育成

◆秋田県ＨＰ
http://www.pref.akita.jp/
noseika/H18/1024tenno
uhaiup/nakamuragaiyou.

79 064025 山形県 白鷹町 深山
集落みんなで取り組むグリーン・
ツーリズム

白鷹町
平成6年
～

1994
いきいき深山
郷づくり推進
協議会

平成8年度策定した「深山地区集落営農
推進計画」を実践するため、全戸参加の
「いきいき深山郷づくり推進協議会」を設
立し、住み良い環境づくり、都市住民等
との交流による集落の活性化に取り組

◆女性・高齢者が花卉やスイカの栽培を
担う

◆農家民宿「いきいき深山郷のどか村」
を集落で経営。
◆農産物直売所の運営
・伝統工芸の継承、体験事業の実施。
◆フラワーロード、地区の石仏等の景観
整備。

平成6年「深山の農業を語る
会」開催
平成7年町の集落営農モデル
地区指定
平成8年グリーン・ツーリズム
モデル地区の指定

pdf

◆やまがたアグリネット
ＨＰ
http://agrin.jp/cgi/guest
/page.cgi?id=4305

80 155853 新潟県 山北町 熊田
生業を受け継ぎ集落に輝きを生み
出す

山北町、
商工会
（助成金
と商工会
からの斡
旋による
借り入れ
金）

平成12年
（組合設
立）～（活
動自体は
昭和60年
～）

2000

む。

さんぽく生業
の里企業組
合

◆荒廃ぶどう園の観光わらび園造成。

◆民家を改装してつくった工房で集落の4
人の女性が地域で代々受け継がれてき
た「しな織り」をつくっている。
◆その布地を帯、バッグ、帽子、名刺入
れなどさまざまな製品にして販売。
◆予約をしておけばこのしな織りが体験
できるほか、木の灰汁に浸して作る餅「ア
ク笹巻き」づくり、さらに山熊田集落の旬
の食材でつくる郷土料理も味わうことがで

◆とくに宣伝もしていないがピーク時
の秋には1か月に1000人を超える。集
落の人口よりも多い1日100人もが
やってくる日もある。今では2100万円
の売り上げがある。
◆生業の里が核になって、この集落
自体にも生業が戻ってきた。たとえ
ば、しな織りの糸は集落のほとんどの
家がここに卸すようになり、集落全体
の生産性も上がっている。

今後の生業の里の目標は、しな織
りが伝統的工芸品の指定を受けた
ことによる名前の広がりから、新た
な消費者との直接のつながりを増
やすことだ。そうなればつくる側でも
人手が増やせるし、そのなかから後
継者も生まれてくると考える。集落
外からもここで暮らす人も出てくる
かもしれない。

平成9年「深山地区集落営農
推進計画」策定
昭和60年ごろには、商工業の
発展を念頭においた「地域の
特性を活かした産業の振興と
人材育成」をテーマとした「地
域ビジョン」を、行政、農協、
漁協などの関係者とともに熱
心に議論した。それは平成元
年に山北町で策定した「山北
町観光開発基本計画」につな
がり、考え方の基本として行

◆社団法人農協協会Ｈ
Ｐ　「農業協同組合新聞」
http://www.jacom.or.jp/t
okusyu/toku182/toku18
2s06011204.html

81 313645 鳥取県 三朝町 福田 福田振興協議会
平成12年
～

2000
福田振興協
議会

２０余年に及ぶダム建設計画に伴い、集
落の将来像が描けないまま不安な状況
を余儀なくされていました。平成１２年に
計画中止となり、これを契機に集落の将
来像を描いた振興計画を策定し、集落
の再生に向けて取り組んでいます。

きる。

◆交流ステ ション事業：集落活動の拠
点となる交流センター及び多目的広場の
整備。
◆農業基盤の整備：集落営農に取り組む
ため、共同農業機械を導入し、農業基盤
の強化を図る。
◆交流農園・環境美化事業：住民が共同
で作業する交流農園の開設により、住民
同士の交流を深めている。また、季節の
花、花木を集落内に植栽し、美しい環境
づくりに努めている。
◆研修事業：村づくりの先進地を視察し
たり、農産物の栽培・加工について研修

◆集落の振興計画の話し合いを進め
ていく中で、集落のコミュニティーが復
活し、住民の総意による地域づくりに
向けた雰囲気ができた。
◆豆腐、味噌の共同作業が始まり、原
料となる大豆を住民が共同栽培する
など、集落内に活気が出てきた。

政や産業団体は黒子役、演じ
るのは住民、を掲げた。

これから本格的にほ場整備や共同
機械の導入等に着手し、集落の農
業基盤の強化を図る。

◆鳥取県三朝町ＨＰ
http://www.town.misasa.
tottori.jp/site/page/allin
dex/nouson/mura/fukud
a/fukudasinnkou/

82 313645 鳥取県 三朝町 下谷 下谷振興協議会

ダム建設計画が持ち上がって以降、将
来の生活設計が立たず不便な生活を強
いられてきました。長年のダム建設計画
が中止となり、これを機に住民が自ら集
落のあるべき姿を実現するための村づく
りを進めています。

し、理解を深めている。

①集落内環境の整備
　交流センター・多目的広場など、集落内
環境を整備。
②農業基盤の整備
　共同作業所や農業機械（精米機等）を
導入し、集落の農業基盤を整備します。
③集落のバリアフリー化
　公共スペースに手摺り・スロープを設置
し、誰もが活動しやすい環境づくりを進め
ます。
④交流・研修事業
　夏まつり等の交流イベントを開催し、集

集落の活性化に向けた話し合いを重
ねるうち、新しい提案や活発な議論が
交わされるようになりました。
　農産物加工に積極的に取り組み、自
家消費だけでなく販売に向けた研究も
始まり、集落に活気が生まれました。

集落の公共的な場所のバリアフ
リー化や、ほ場整備を始めとした農
業基盤の整備に取り組む。

◆鳥取県三朝町ＨＰ
http://www.town.misasa.
tottori.jp/site/page/allin
dex/nouson/mura/shimo
dani/shimodanisinnkou/



1993年に消防団によって復活し、「箸消
興行」の看板を揚げて時代人情劇を中心

ど、小さな事をつなげる大きな役割を
果たしている。

83 313645 鳥取県 三朝町 小河内 でべその会 でべその会

小河内集落は平成４年から７年にベビー
ブームが発生。また高校生以下の子ど
もも多いことから、集落では子どもたちの
将来を考え、郷土に愛着を持つ子どもに
育てようと、子どもを中心とした村づくり
に取り組む。

◆源流「豆腐」の製造販売：転作で生産さ
れた大豆を原料として、毎週日曜日に約
１２０丁の豆腐を製造し、町内５地区、約
７０人の消費者に予約販売。
◆小河内「ほおずき市と源流とうふ祭り」
（Ｈ１２～）８月中旬（盆前）に地元産のほ
おずき、源流豆腐、野菜等を販売。ほお
ずきは町内のイベントでも販売するなど
集落の特産化を目指す。また、盆には
「馬場の滝まつり」を開催し、帰省客と一
緒に交流。
◆がき大将の館の開放：月１回、旬の食
材を持ち寄った食事会｢食ing｣の開催を
始め、子どもの遊び場、高齢者の健康づ
くりなど様々な活動に利用。

世代を越えたがき大将の館での交流
活動を始め、各種行事への参加によ
り、呼びかければ積極的に参加・協力
する雰囲気ができた。特に子どもと大
人が触れ合う機会が増え、子どもが地
域の行事に自主的に参加するように
なった。

豆腐づくり、ほおずき栽培等に参加
する人が固定化しているので、参加
者を拡大するための企画が必要。

◆鳥取県三朝町ＨＰ
http://www.town.misasa.
tottori.jp/site/page/allin
dex/nouson/mura/ogou
chi2/debesonokai/

84 202134 長野県 飯山市 福島 福島棚田保存会「棚田の里　三部」

「新みずほの国づく
り構想」（平成10年
瑞穂地区）②「ふる
さと棚田支援事業」
（平成12年　長野
県）③「県営ふるさと
水と土とふれあい事

瑞穂の郷
づくり委
員会（地
区）

平成10年
～

1998
福島棚田保
存会「棚田の
里　三部」

荒廃した棚田を復活させて地域にかつ
ての活気を取り戻したい。

◆農業機械の共同利用：小河内ファーム
で集落内の農作業を受託するなど集落

◆「田植え、稲刈り体験」（平成11年～）
◆地元小学校等の農業体験学習

◆平成11年には荒廃した棚田90aのう
ち45aを復活させ、同年農林水産大臣
より「日本棚田百選」に認定。
◆グリーンツーリズムや観光等への
取組から、集落でのイベントの参加者
は年々増えている。◆また、国際交流
員として外国人の農業体験も受け入

◆関東農政局ＨＰ
http://www.kanto.maff.g
o.jp/relase/murazukuri/
H17nagano.pdf

85 172022 石川県
中島町（平成16
年合併し、七尾
市に）

藤瀬

～ふるさとの心をとどけます森と霊
水～
森からの恵みの霊水を活かしたむら
づくり

業」（平成13年度
長野県）

中山間地域農村活
性化総合整備事業

農林水産
省→都道
府県

平成10年
～

1998
ふるさとづくり
推進委員会
（住民による）

この集落の山間奥地に、個人的に創出
した水が、座主の水（霊水）として口コミ
で広がるに連れ、霊水汲みの往来が多く
なり、農業用水、ゴミの放置、農作業の
支障、環境整備等々の苦情も多くなり、
集落内の感情論が表面化してきた。一
方、この霊水を活かした地域づくりの懇
談会では、トイレ等の環境整備の要望が
出され、区としての対処が急務となった。

◆道路の整備、農村公園化、霊水の権
利、管理棟の設置、公園管理の運営
等々の計画案を区の総会に提出。
◆平成１０年度から「ふるさと農園」事業
を開始。基本的な農地の活用としては、
米、五穀、野菜園、果樹園、花卉園、山
野草農地等に区分し、更に、米生産農地
には、学童農地、オーナー制農地とを設
定し、それぞれに生産の増産を図ってい
る。
◆里山維持のため、平成１２年度から森
林整備も始めた。
◆霊水を汲みに訪れる人々を対象に、管

れ、住民も諸外国の若者と国際交流
ができるよい機会となっている。

　近年の自然食及び健康食品志向の
ブームを反映して、霊水を汲みに訪れ
る人々は年々多くなり、公園整備後は
駐車場は有料としたが、訪れる人々
は減少しない状況で、むしろ、入り込
み客は一定化している状況である。

藤瀬区には、以前に「無名塾」（俳
優 仲代 達矢 氏 主宰）の合宿場と
して使われた集会施設が整備され
ており、この施設と霊水公園を結
び、都会との交流の窓口として東京
郷友会を通じてイベント等を行い、
高齢者の生きがいと若者が楽しめ
る地域として、また、地域の核となる
よう活性化を図っていきたい。

◆林野庁ＨＰ
http://www.rinya.maff.go
.jp/seisaku/sesakusyouk
ai/sanson/08-3-9.html

86 282014 兵庫県
安富町（平成18
年合併し、姫路
市に）

末広
な～んもない！な～んもない！そん
な田舎から　いやしの里　すえひろ

昭和56年 1981 集落

地域の活力>と<地域づくりの哲学>が確
立していない限り、中心部からほど遠い
過疎地の集落の一つとして埋没してしま
うでしょう。そこで私たちの集落末広で
は、昭和56年から〔新しい地域づくり・地

理棟において特産物の販売について検
討を行い、農産物のほかに、しいたけの
◆山林整備事業：循環の森づくり・里山
の再生
◆共同墓地維持管理事業：車椅子で墓
参りができる集落の共同墓地公園づくり
◆川東地区総合整備事業：ふるさと林

◆平成10年に総務省などが主催する
『全国ふるさとづくり賞』を受賞。
◆末広生産森林組合は平成14年度
全国育樹祭において、皇太子さま・雅
子さまの前で『ふれあいの森づくり』と

◆いやしの里　すえひろ
通信　ＨＰ
http://www.suehiro.cc/i
ndex/old-site/old-

87 203246 長野県 立科町 集落姥
都市住民との交流による集落の活
性化

中山間地域直接支
払制度

農林水産
省→都道
府県→市
町村

集落

域の活性化・地域づくりの理想〕を求め
て【人の群れ】をつくり【出る杭を育て】な

集落の活性化

道・蛍と雑魚と人間が共生できるふるさと
の川づくり

いう全国表彰の栄に浴した。

◆担い手への農作業の委託（担い手の
育成）
◆保健休養機能を活かした都市住民と
の交流（多面的機能の発揮）
（ブルーベリー、りんご園等の活用により

今後は、遊休荒廃地の復旧等に積
極的に取り組み、復旧地を利用した
市民農園開設や、現在あるホタル
水路のホタル増殖など、当地域の
自然豊かな農村環境の維持・保全

index.htm

◆長野県ＨＰ
http://www.pref.nagano.j
p/nousei/nouson/sansin
/17jirei-uba.htm

88 203882 長野県 宮田村
割集落・南

一村一農場での全村の取り組み
中山間地域直接支

農林水産
省→都道

集落

中山間の特認地域で認定され、急傾斜
地であり、水田の畦畔面積が大きく、湿

「蓼科農ん喜村」と連携し都会の学生の
体験学習の受入をし交流を図っている。）
◆認定農業者の育成（担い手の育成）
◆機械・農作業の共同化（機械・農作業

に努め、集落の活性化を図る。

今後は経営安定の要件を満たす、
経営体の育成や小規模兼業農家

◆長野県ＨＰ
http://www.pref.nagano.j

89 204862 長野県 小谷村

割集落

坪山
中山間の地域資源の全てを有効利
用

払制度

中山間地域直接支
払制度

府県→市
町村

農林水産
省→都道
府県→市
町村

地田となっていて個人での作付けや転
作には多大な労力を必要としている。そ

集落

の共同化）
◆特産品やまぶどうワイン
◆転出者の農用地を借り上げて、ミニ基
盤整備（村有重機使用）により、約1.5ｈａ
の土地が効率的農地として変換できたと
同時に、協定参加者で営農集団 を立ち
上げ、機械・農作業の共同化とハウスで
育苗を行い、育苗後のハウス利用による
フリーダムきゅうりを契約栽培している。

の取組を重点的に検討。

◆遊休荒廃地が解消されたとともに共
同作業や高齢者向けの栽培品目等に
より集落、グループ内はもとより、他集
落との交流もでき、集落全体に活力が
出てきた。
◆個人配分を行わず、すべての出役
に対して労働報酬という形にしたこと

p/nousei/nouson/sansin
/17jirei-miyada.htm

◆長野県ＨＰ
http://www.pref.nagano.j
p/nousei/nouson/sansin
/17jirei-tuboyama2.htm

90 205621 長野県 木島平村 小松原
村独自のブランドとして特別栽培米
の栽培を目指す

中山間地域直接支
払制度

農林水産
省→都道
府県→市

集落

◆転作田 を利用したソバ栽培や新規作
物のキクイモの契約栽培を実施。

に集落全員がやりがいを感じている。

木島平村では、水稲をはじめ各農作物に
独自の「減農薬・減化学肥料栽培の基
準」を定め、村をあげて「有機の里」づくり

◆長野県ＨＰ
http://www.pref.nagano.j
p/nousei/nouson/sansin

91 042056 宮城県 気仙沼市 羽田
遊休農地を活用した農業体験への
取り組み

中山間地域直接支
払制度

町村

農林水産
省→都道
府県→市

集落

を進めている。この栽培基準に沿った栽
培が村内の農家で広がりつつある。

気仙沼市が行っている市民農業大学（平
成10年～）と共同で、遊休農地対策の一
環として親子のふれあいを目的「親子で

市民との交流により活性化につながっ
た。

市では苗代、肥料代を、集落
では農地管理をはじめとした
農業作業の手伝いを市と管

/17jirei-komatubara.htm

◆宮城県ＨＰ
http://www.pref.miyagi.jp
/muradukuri/h_chusan/0

92 282103 兵庫県 加古川市 平岡 寺田池を語る会
ひょうご美しいむら
づくり

町村

兵庫県
寺田池を語る
会（住民によ

寺田池が住民にとって愛着のある場所と
なるよう、ＰＲ活動や環境保全活動を行
うとともに、水と緑のまちづくりへの参加

農業体験」を実施。
理契約を締結して行ってい
る。

良好な自然環境の共有意識を高めるク
リーンキャンペーンの実施、自然環境に
したしみつつ世代間交流となるネイ

1/jireisyuu/h14/kesennu
ma-hata.pdf
◆兵庫県「ひょうご美し
いむらづくり基本指針」
http://web.pref.hyogo.jp

93 283657 兵庫県
加美町（2005年
合併し、多可町
に）

箸荷 「ここはなーんにもないんです」
ひょうご美しいむら
づくり

兵庫県

る） を呼びかける機会づくりを目的とした活
動を行う。

箸荷むらづく
り委員会

チャーゲーム大会およびふれあい祭など
のイベントの開催や新聞発行いにょるＰＲ
◆日常の何気ない農村集落景観を地域
の大切な資源として次代に引き継いでい
くため、住民の間で景観むらづくり協定を
締結し、家の建て方や色彩などを地域で
ルール化している（2001年に県内代1郷
の知事認定）。
◆長らく途絶えていた素人むら芝居を

◆公会堂の改革にあわせて芝居用舞
台が設けられ、地域でもむら芝居保存
会が結成されるなど、今では地域をあ
げた取り組みに発展している。
◆2002年10月には、「第1回全国むら
芝居サミット」を開催し、「全国むら芝
居ネットワーク」の事務局もつとめるな

/contents/000018264.pd
f

◆兵庫県「ひょうご美し
いむらづくり基本指針」
http://web.pref.hyogo.jp
/contents/000018264.pd
f



広島県福富町へ視察に行き、そのノウハ
ウを活かしエゴマ栽培を実施、更に16年

_7.pdf

94 282235 兵庫県
春日町（2004年
合併し、丹波市
に）

中山 里山ウォークディ
ひょうご美しいむら
づくり

兵庫県
中山区振興
事業実行委
員会

◆里山の魅力を掘り起こし、集落の魅力
を凝縮した小冊子「中山の歩き方」を作成
し、地域の魅力を発信している。
◆区内を自由に散策できる「里山ウォー
クディ」を設け、チラシやインターネットで

事業のノウハウを普遍化する
ため、地域のＮＰＯと協力し事
業を進めている。

◆兵庫県「ひょうご美し
いむらづくり基本指針」
http://web.pref.hyogo.jp
/contents/000018264.pd

95 152056 新潟県 柏崎市 門出・田代
集落を越えた「集落間協定」の取り
組み

中山間地域直接支
払制度

農林水産
省→都道
府県→市
町村

集落

旧制度から、隣接する2集落で協定を締
結していた当集落協定では、新制度の
開始に当たり、集落・市・ＪＡ・普及指導
センターで今後の方向について話し合っ
た結果、旧制度では農道・水路の補修・
改良等生産基盤の整備を中心に行って
きたが、新制度ではそれらに加え機械の
共同利用・共同作業の充実といった営農

広報し、訪れた観光客に地域通貨を配布
し、これを利用した住民との交流を図って
◆継続的な営農体制の整備…集落内に
あるライスセンターを中心に、生産組織
活動の充実・拡大を検討。その中で、若
手兼業農家十数名が「愛農会」と称して
棚田を共同で米の作付けを行った。それ
に呼応し、老人クラブで景観作り・草刈り
の軽減を目指し畦畔にシバザクラを定
植。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
「門出かやぶきの里」を拠点とした活動：

◆生産組織括小津の充実・拡大が
最大の課題。
◆現在集落内に1人いる専業農家
の負担が大きくなっていることから、
周りの兼業農家がいかにサポート
する営農体制を確立するかが課
題。

f

◆新潟県ＨＰ
http://www.pref.niigata.j
p/norin/syokutomidori/g
yosei/vision/bumon/cyu
sankan/jireisyu/images/
17.pdf

96 153851 新潟県
鹿瀬町（2005年
合併し、阿賀町
に）

荒沢 猿害対策として新規作物を導入
中山間地域直接支
払制度

農林水産
省→都道
府県→市

集落

体制の整備に重点を置くこととなった。

農産物の鳥獣被害が多いため従来から
その対策を講じてきたが、いずれも有効
な対策とはならなかった。そこで、猿が手
を付けない新規作物（コンニャク）に着

都市交流や地域文化の継承、小学校の
実習田への支援、棚田ボランティアや雪

集落の話し合いにより交付金を活用して
本格的にコンニャク生産を開始し、これが
新たな特産品となるよう取り組むこととし

◆新潟県ＨＰ
http://www.pref.niigata.j
p/norin/syokutomidori/g
yosei/vision/bumon/cyu

97 152102 新潟県
松之山町（2005
年合併し、十日
町市に）

小谷 高齢者、女性を中心とした営農組織
中山間地域直接支
払制度

町村
目。

農林水産
省→都道
府県→市
町村

ている。

◆高齢者（定年退職者）、女性を中心とし
た集落営農組織を新たに設立し、継続し
た営農活動の実践に当たることとすると
ともに、次世代の後継者で構成される後
継者会からオペレーター等の支援を受け
ることとしている。
◆ヒメイワダレソウを畦畔に定植すること
により、畦畔除草の省力化を推進すると

sankan/cyusankan2/ind
ex3.html#2

◆新潟県ＨＰ
http://www.pref.niigata.j
p/norin/syokutomidori/g
yosei/vision/bumon/cyu
sankan/cyusankan2/ind
ex3.html#2

98 202037 長野県 上田市 岩清水

遊休農地を復旧し「日本の棚田百
選」の景観を保全。自然米の栽培、
都市部の生徒の農業体験学習等を
実施

中山間地域直接支
払制度

農林水産
省→都道
府県→市
町村

平成12年
～

2000 集落

百選に選ばれた棚田を保全する活動が
平成11年に始まっていたこともあり、「み
んなで棚田を守ろう」という意識が高ま
り、協定を締結。

ともに、景観形成作物として地域のイメー
ジアップを図っている。
◆都市部住民と連携し、農業体験学習、
交流等を実施。（埼玉県の高校生徒と
「田植体験」「稲刈体験」）
◆「棚田自然米の会」を結成し、無農薬・
無化学肥料の米づくりを実施（収穫した
米は1人1俵配布し、残った米は市内を中
心とした希望者に販売）
◆遊休農地の復旧、環境整備（遊休化し
ている農地に農道の親切を行い遊休農

◆遊休農地の普及や、水路・農道の
維持管理など共同作業、体験学習の
受け入れなどを通じて地域としての連
帯意識が向上。
◆都市部住民との連携した取り組み
が、協定参加者の励みとなったり、復
旧した農地の保全のための貴重な労
働力となっている。
◆そばの花やコスモスが集落に潤い

◆高齢化対策
◆県外からの参加者は一過性が多
く、農業・農村への理解、棚田のＰＲ
という点では効果があるが、恒常的
に多くの人を確保するのは難しい。
◆上田市内を中心とした「棚田自然
米」の購入者が、棚田を保全するた
めのサポーターとして農作業や
様々な活動に参加できるような仕組

◆長野県ＨＰ
http://www.pref.nagano.j
p/nousei/nouson/sansin
/ueda.pdf

99 322032 島根県
佐田町(平成17
年合併し、出雲
市へ）

橋波
費者交流マイスター―佐田町橋波
地区での活躍

地域興しマイスター
制度

国→都道
府県→市
町村

集落 農業の六次産業化を目指す。

地の解消を図ると共に、そばの作付けや
コスモスの植栽等を行う）

消費者交流マイスターである寺本恵子氏
（石見町）を招き、地元の産物を生かした
消費者との交流のあり方について、「か
かわる人が楽しいことが継続の源」「生涯
の遊び場づくりが必要」といったコツを聞

を与え、そば祭を行うところも出てき
た。

みづくりに取り組みたい。

◆講演の一カ月後には石見町へ視察
に行き、同年十二月には女性九名で
「農家レストラン」を開催するに至っ
た。その後も年二回のペースで開催を
続けているが、限定定員が六十人の
ため、毎回お断りをするほど好評と

地域興しマイスターによるや
る気起こしがきっかけとなった
これら活動は集落の新たな取
り組みとして定着している。

◆（財）地域づくり活性化
センター「月刊　地域づく
り」http://www.chiiki-
dukuri-
hyakka.or.jp/book/month

100 255033 滋賀県 余呉町 菅並 栃の実で山村の活性化を！
林業構造改善事業
（高齢者生産活動
施設整備事業）

林野庁→
都道府県
→市町村

平成12年 2000 集落

丹生川ダムの直下の集落であり、地元
では、「当ダム建設を期に地元の活性化
を図りたい。」との思いから、秘伝であっ
た栃もちで活性化を図ろうと、「妙理の里
栃の実加工組合」（組合員１７名）を設立
し、栃もちの生産を始めた。

き、きめ細かい指導を受けた。

◆「妙理の里」は、ダム建設により水没を
余儀された上流山村集落の古民家集落
の景観に着目し、こうした貴重な地域資
源の再生を図ることにより、地域に伝わ
る文化の保存と伝承を目的として、集落
形態を模して整備を進めている。
◆栃もちは妙理の里で受注生産を行って
いる（近隣の高速道路サービスエリア、ド
ライブウェイの販売所等に出荷）。

なっている。
◆また、農家レストラン開設の翌年か

◆組合員１７名で、製造から販売まで
の役割分担を決め運営されており、製
造部門には、女性が熱心に従事して
いる。また、販売部門は個人から事業
者へと、幅広く販売、営業を行ってい
る。
◆地域の高齢者を対象とした就労の
場として役割を果たしている。
◆平成１２年度の栃もちの販売実績

◆販路の拡大、原材料の低価格購
入、製品目の拡大等。販路の拡大
については、各種イベントによる地
域内の消費や県外の観光客を対象
とした販売等に今後、力を入れてい
く。
◆製品も栃もちだけではなく、栃煎
餅の加工についても、開発研究を

ly/0409/html/t06.html

◆林野庁ＨＰ
http://www.rinya.maff.go
.jp/seisaku/sesakusyouk
ai/sanson/09-1-5.html

101 033219 岩手県 紫波町 廿木
もち米（もち美人）とナンブコムギを
核とした集落取り組み

集荷円滑化対策事
業

社団法人
米殻安定
供給確保

南日詰地区
農業生産組
合、南日詰農

ビジョンの見直しを行いながら、効率の
良い農地の集積ともち米・ナンブコムギ
の低コスト農業に取り組み、個々の農業

◆交流イベント等では、積極的に実演販
売も行っている。

は約４４，０００個（約８，８００パック）。
行っている。

◆もち米・ナンブコムギの生産。
◆（有）イーストファームみやぎに現地研
修を実施した。また、パソコンで複式簿記

◆岩手県ＨＰ　「夢と希望
集落ビジョン通信」
http://www.pref.iwate.jp

102 185019 福井県 若狭町 下白屋
集落の景観形成とむらおこしに向け
た取り組み

中山間地域直接支
払制度

支援機構

農林水産
省→都道
府県→市
町村

地利用生産
組合

集落

経営の安定と活力ある地域農業の確立
を目指す。

高齢化と有害鳥獣による農作物被害の
拡大により、農地の荒廃が増加。また核
家族化による後継者の転出等、集落の
抱える課題も多く、地域の活性化が急務
となっていた。打開策として、昔の農村
風景を復原して農村の活性化につなげ
ようと取り組みを開始。

を始める。

◆農作業効率化推進のため、集落内外
の担い手や第三セクター等に農作業の
受委託を行う。
◆獣害防止のため電気柵を設置。
◆転作田を利用し新規特産品の定着を
目指す後継者グループがトウモロコシや
黒枝豆等の野菜づくりに取り組む。
◆水田の畦畔にグランドカバープランツ
を植栽し、集落の景観形成と土壌の流出
防止に取り組む。
◆昔の農村風景を再現するため、水田に

◆集落協定での取り組みが住民意識
の向上につながった。特にモニュメント
については反響が大きく、住民の郷土
に対する誇りと情熱を再認識すること
ができた。
◆後継者グループによる野菜づくりで
は、収穫した野菜を収穫祭等に提供
する等の活動を行い、好評を博すると
ともに、住民の連帯感が強固された。

◆農作業風景のモニュメントは好評
であることから、引き続き青年層が
中心となり内容を検討し拡大する形
で継続する予定。
◆有害鳥獣対策として設置した電
気柵の老朽化による破損が著しい
ことから共同取り組み活動として区
民による修繕を計画。

/~hp0503/data/dream/d
ream_13.pdf

◆福井県ＨＰ
https://info.pref.fukui.jp/
nourin/chokusetu-
shiharai/jirei-
pdf/wakasa1.pdf

103 322041 島根県 益田市
板持・弋ヶ
田原

将来に向けての集落の取り組み～
視察を通して新たな取り組み～

中山間地域直接支
払制度

農林水産
省→都道
府県→市
町村

平成12年 2000 集落

農作業風景を象ったモニュメントを設置
し、集落の活性化を図る。
◆愛栄町集落営農組織を設立（平成11
年度）、水稲期間5作業の受委託契約を
結ぶ。
◆中山間地域等直接支払制度を利用
し、水仙の球根栽培に取り組む。14年度

集落協定を結び共同作業を実施する
ことで集落の話し合いの場も増え、集
落全員で協力していくという気持ちが
より一層強くなった。

制度の有無にかかわらず今後も集
落の将来を考えながら全員で特色
ある地域づくりを行っていく。

◆島根県益田市ＨＰ「山
恵通信」vol.7
http://www.iwami.or.jp/
masudasi/top/kurashi/m
ap/nousui/sankei/sankei



宮城県
れた。

進め、交付金がなくとも自立可能な
集落の農業経営を確立することを

hyousyou/sawada.pdf
合いの活動が増え、集落が活性化さ miyagi.org/tyoku-

104 192139 山梨県
塩山市（平成17
年合併し、甲州
市に）

松里第2集
落

集落内の連帯強化と獣害防止対策
の取り組み

中山間地域直接支
払制度

農林水産
省→都道
府県→市
町村

集落

当制度導入を契機に獣害対策による経
営の安定、耕作放棄地の解消と発生の
防止に向けた活動を実施し、地域農業
振興を図る。

◆シカやイノシシによる果樹への被害防
止のため、周辺林地沿いに長さ約1km、
高さ1.2mの電気柵を設置。更に電気柵の
維持と効果を高めるため協定参加者によ
り役割分担を定め、定期点検を月1回、周
辺草刈りや補修作業を年5、6回実施。
◆高齢化により管理が困難になった農地

◆電気柵の設置により獣害に歯止め
がかかり、安心して農業生産活動が
できるようになった。
◆果樹地帯のためこれまで共同作業
はあまり行われていなかったが、制度
導入により地域内での連携活動の重

水路のない農地が多く、農業生産を
行う上での水の確保は重要な課題
であり、今後農業用貯水槽等の設
置を検討していく。

◆山梨県ＨＰ
http://www.pref.yamana
shi.jp/barrier/html/noso
n-
sink/images/089414565

105 193623 山梨県 鰍沢町 鹿島
地域に根ざした地産地消の取り組
み

中山間地域直接支
払制度

農林水産
省→都道
府県→市
町村

昭和63年
～

1988
鹿島根っ子
の会

高齢化と担い手不足に伴う耕作放棄地
の発生が懸念されていたことから、昭和
63年に営農集団「鹿島根っ子の会」を結
成、共同作業を進めていた。集落全体の
取り組みとして一層の推進を図っていく
ために協定を締結。

について、受託耕作者を決め、当該農地
の管理を行った。
◆農道等の整備、簡易補修や草刈りの
共同作業。
◆会が中心に野菜の苗を作り、集落内の
栽培者へ供給。
◆長期にわたって遊休していた桑園の抜
根整地を平成14年に行い、翌年景観作
物と新たな地域特産開発を兼ね備えたブ
ルーベリーの植え付けを実施。

要性について意識が芽生えた。

◆荒廃しつつあった農地に危機感を
感じて組織された「鹿島根っ子の会」
の従来からの活動ｇ阿集落全体に浸
透した。さらに児湯邸を締結し目的が
明確になったことで円滑な活動が進め
られるようになった。
◆耕作放棄の発生防止だけでなく遊

農作業共同化による労力の軽減や
新規作物の導入による収益性の確
保をはかりながら、農業生産活動を
基本とした集落の取り組みや計画
的な鳥獣害防止対策を推進する。

13.pdf

◆山梨県ＨＰ
http://www.pref.yamana
shi.jp/barrier/html/noso
n-
sink/images/664504888
00.pdf

106 372064 香川県 さぬき市 川北
さぬき市長尾における集落営農の 農協、さ

平成14年 2002
川北営農集 農業者の高齢化と担い手不足の対応と

◆多面的機能増進のために共同で花の
苗づくりを行い集落内各所に定植。

休桑園を解消することができた。

◆オペレーター7名を中心に小麦栽培を
中心とする集落営農を営む。
◆一部に集落外の農地も受託し、遊休地

◆麦作の規模拡大
◆法人化を視野に入れた活動に取

川北営農集団は、設立までに
時間を要したが、熱心な代表
者がリーダーシップを発揮し、

◆香川県HP
http://www.pref.kagawa.j
p/agrinet/dougubako/ce

107 313904 鳥取県 伯耆町 岩屋谷

取組 ぬき市等

法人岩屋谷農場の経営安定による
平成16年 2004

団

農事組合法
人岩屋谷農

して。

圃場整備が完了したが、高齢化・後継者
不足による農業経営の困難さに直面し
たため、その打開策として法人化による

であった転作田が麦作によりよみがえっ
た。
◆一集落一農場として住民全員の協力
が重要であるため、若人の会、女性の会
の活動にも関わるうようにした。

り組む。 水稲や地力増進作物（セスバ
ニア）の共同作業も実施した。

◆法人としては自己所有の農業機
械がないため、自己所有の機械の

nter/katudou/15/pdf/35
.pdf

◆鳥取県ＨＰ
http://www.pref.tottori.lg

108 182010 福井県 福井市 高須

集落活性化プラン

高須集落活性化モデル推進協議会
（平成17年度 豊かなむらづくり表彰
事業　北陸農政局長賞

中山間地域直接支
払制度

農林水産
省→都道
府県→市
町村

場

高須集落活
性化モデル
推進協議会

一集落一農場勢体制にチャレンジするこ
ととした。

過疎化・高齢化・担い手不足等から、こ
のままでは集落が崩壊が崩壊しかねな
いため、中山間地域等直接支払交付金
制度をきっかけに集落のリーダーが中
心となって高須集落活性化モデル推進
協議会を設立。集落を出ている者も将来
戻ってくるという合意のもと、活性化策の

◆収穫祭等集落全員が集う場所を積極
的に作り、コミュニケーションをとってい

◆農道やパイプラインの設置など計画的
に推進し、生産基盤近代化に努めてい
る。また、育苗乾燥施設を導入したり、担
い手への農作業を集積し効率化にも努
めている。
◆棚田オーナー制度の導入
◆新たなブランドづくり（ハウスでイチジク
のポット栽培）

整備を行う。
◆後継者づくり

◆水稲栽培は、湧き水で有機肥料の
みを使用し農薬を極力減らし、環境に
優しい栽培方法で高い評価を得てい
る。販売面においても、直売などによ
り着実に増加している。
◆棚田オーナー制度では、年間とおし
て農村や農作業を体験できるよう工夫
を凝らし、年々、棚田オーナーに募集
する人が増えている。また棚田の保全

 高須町の次代を担う青年(市
街に出ている青年と町内に住
む青年約10名)が「高須を創
造する会」を創設し、町の将
来や活性化について考える取
り組みも始まっている。

.jp/secure/74597/iwaya.
pdf

◆農林水産省　北陸農
政局ＨＰ
http://www.hokuriku.maf
f.go.jp/news/plan/mura/
h17fukui.html

109 313904 鳥取県 伯耆町 間地
地域資源を活かした村づくりと世代
間交流

中山間地域活性化
交付金事業

検討を行い活動を開始した。

鳥取県

◆町内会との連携（集団検診を継続）
◆女性・青年によるむらづくりへの参画

◆関金町の方を呼んで講演会を開催、先
進地視察（新見市、清流遊ＹＯＵ村など）
で勉強。
◆山野草栽培
◆加工品づくり（休耕田を活用して集落で
の大豆の共同栽培を始める。
豆腐、味噌の加工品づくり）
◆ふるさと交流会（集落へのＵターン効果
を期待して、集落出身者とその家族を招
き、マスのつかみ取り、村の豚でのBBQ

や耕作放棄防止にも繋がっている。

◆女性が集落の会合に出て発言した
のはワークショップが始めてだった
が、その後の活動は女性がリードした
ことを考えると、大きな効果があった。
ワークショップの後で女性の趣味の会
ができてきた。
◆住民の意識が外にも開かれ、自発
的な参加が多くなった。

◆加工品づくりを経済活動にしてい
きたい。
◆他地域と交流し、情報発信をして
いきたい。
◆間地の奥にある旧出雲街道の草
刈りを総合事務所と一緒にボラン
ティアで行ったのをきっかけに街道
茶屋の復活をしたいと、まちづくり日
野、日野町、日野郡広域観光協議
会の方などと協力して話を進めてい
る。手始めに「茶屋ウォーク大会（仮

◆鳥取県HP
http://www.pref.tottori.j
p/kikakubu/chusankan/ji
rei/jireihappyoukai.htm

110 152013 新潟県 新潟市 坊金
中山間地域等直接支払制度を利用
したむらづくり

中山間地域直接支
払制度

農林水産
省→都道
府県→市
町村

昭和50年
～（協定
締結は平
成13年）

1975
（2001）

集落

◆過疎化・高齢化が進むなか集落が崩
壊するという危機感から、昭和50年とい
う早い時期に成壮年会を設立し、農業の
持続と集落の活性化に向けた取り組み
を始めた。
 ◆平成13年3月に中山間地域等直接支
払交付金制度を契機として集落協定を
締結し、農地の保全と集落活性化事業
に取り組む。

をおこなった。）

◆坊金生産組合が主体となり、育苗事業
を中心に20ha規模の作業受託を行う。
◆平成12年度から直接支払交付金制度
を活用し、耕作放棄された農地をそば畑
に造成。新潟市周辺よりそばオーナーを
募り30名がオーナーとなり、種から収穫
まで一連の作業を行い交流を深めてい
る。
◆女性組織「ほのぼのグループ」では自
ら栽培したきゅうりやなす等の野菜を漬
け物にして「ほのぼの漬け」と命名し交流
施設内で直売。東京等で開催されるイベ
ントにも積極的に参加し販売。
◆「越後田舎体験」事業に参加（修学旅

称）」　を開催する予定なので皆さん
もぜひ参加していただきたい。

条件不利地での営農の継続、自然保
護活動や都市住民との交流などが豊
かなむらづくりに大きく貢献した。

平成17年度 豊かなむらづくり
表彰事業 受賞地区

◆農林水産省　北陸農
政局ＨＰ
http://www.hokuriku.maf
f.go.jp/news/plan/mura/
h17niigata.html

111 324418 島根県 川本町 三原 「そばの里三原」で地域の活性化
中山間地域直接支
払制度

農林水産
省→都道
府県→市
町村

平成12年
～

2000 集落

当集落は高齢化の進展と後継者や担い
手の不足により、土地の遊休・耕作放棄
地化も懸念されるため、転作農用地の
利用率アップの具体策や各戸が所有す
る農業機械の更新調整を集落の課題と
して捉える。

行生など受け入れ、農家民泊や農作業
体験）

◆そばの栽培、共同購入した製粉機を活
用しながらそば打ち体験教室を実施。
◆集落内の非農家等と連携した農産物
加工、販売。

◆地場産農産物等の加工・販売の
ための加工施設の設置及び産直市
の開設
◆集落内非農家や他集落との連携
活動
◆転作面積の５０％以上での農産
物生産を目標とした定着化と連担
化への活動

◆農林水産省　中四国
農政局ＨＰ
http://www.chushi.maff.g
o.jp/chusankan/jirei17/8
-03.htm

112 043249 宮城県 川崎町 古関 転作のそばを通じた地域の活性化
中山間地域直接支

農林水産
省→都道 平成12年

2000

集落（農業
者、みちのく
そば生産組

転作のそばを通じて地域の活性化を目
◆有志3人からなる「みちのくそば生産組
合」による作業受委託が進展。

◆集落協定での活動により集落の連
帯意識が高まった。
◆そばの転作により農業生産意欲が

◆集落農用地の利用権設定３０％
を目指し、集落営農化の実現を図

将来の夢は、古関名物「そば御膳」

◆宮城県ＨＰ
http://www.pref.miyagi.jp
/muradukuri/h_chusan/0

113 042129 宮城県
津山町（平成17
年合併し、登米
市に）

沢田 集落の自立を目指して

払制度

①中山間地域直接
支払制度②モデル
構築推進指導事業

府県→市
町村

①農林水
産省→都
道府県→
市町村②

～

①平成12
年②平成
14年

①2000②
2002

合、水利組
合、古関愛隣

集落

指す。

米の生産調整開始により増加していた
耕作放棄地を解消するため。

◆「そば祭り」開催

遊休農地を活用しトウモロコシを栽培。町
内の道の駅で直売。

高まった。
◆農地の貸し借りが活発になった。

◆直売のトウモロコシは大好評で即日
完売。農地の有効利用、就労の場の
確保、消費者との交流につながった。
◆協定参加者による共同活動や話し

へ。

◆集落に遊休農地がなくなることを
目標に農地の有効利用を進める。
◆集落活性化計画書「沢田集落自
立への道しるべ」を策定し、法人化
を視野に入れた集落組織の再編を

1/jireisyuu/h14/kawasak
i-furuseki.pdf

◆宮城県中山間地域活
性化推進協議会「みやぎ
ふれあいネット」ＨＰ
http://www.net-



獣害防止対策事業
町村 の維持管理を行う。

の植栽等。簡易型電気柵の設置。） ◆耕作放棄地の発生が解消され、農
地周辺の管理が徹底された。

蝮の害が増える懸念。 nts/05numadu-city-
enashi_000.pdf

114 313645 鳥取県 三朝町 福山 福山活性化プロジェクト
平成7年
～

1995 集落

高齢化と人口減少が進む中で、集落の
存続が大きな課題。そこで集落の豊かな
自然環境を始めもち米の生産などで、活
力ある村づくりをしようと活性化への取
組みが始まり、活動の主体となる「福山
活性化プロジェクト」を平成７年に設立。

◆福山ホタルの里交流会（Ｈ８～）：ホタ
ル観賞会を実施。福山おこわ、手作り豆
腐、三五八漬け、もちなど福山の手作り
産品を販売するほか、人形劇の上演や
野外コンサートなども行う。
◆もちの加工販売
◆農業の若い担い手の育成：農地の保
全を図るため、認定農業者を中心に集落

◆村づくりの取り組みを通して話し合
いの機会が増え、集落全体のコミュニ
ケーションが活発になった。
◆ホタルの里交流会では集落総出で
準備、運営を行っていたが、最近では
集落出身者が手伝いに来るなど思わ
ぬ広がりを見せている。
◆正月もちやかきもちづくりは冬場の
恒例行事となり、女性会を中心に取組

人口の減少、高齢化が進む中、交
流会等イベントが拡大化し、開催の
労力が不足している。

◆鳥取県三朝町ＨＰ
http://www.town.misasa.
tottori.jp/site/page/allin
dex/nouson/mura/fukuy
ama2/fukuyamakasseika
/

115 073679 福島県 只見町 布沢 「森林の分校・ふざわ」 只見町
平成8年
～

1996
集落住民、町
役場

営農に取組む。

廃校になった布沢分校を体験型グリー
ン・ツーリズムに利用して布沢集落の活
性化に繋ごうと整備。体験の先生はすべ
て集落の人、大自然満喫と史跡めぐり、
分校に泊まって集落でとれたものを食

んでいる。

都市と集落の人との交流がどんどん
増えている。

廃校になった町立明和小学
校布沢分校を平成8年に体験
宿泊施設として改修し、平成9
年から地元布沢集落の皆さん

◆福島県ＨＰ　「南会津
のうりんニュース」
http://www.pref.fukushi
ma.jp/norin-
minamiaidu/n-
news/12/page5.htm

116 163236 富山県 立山町 虫谷
美味米づくり体験でグリーンツーリ
ズム

都市との交流による
農山漁村地域の活
性化に関する条例
（富山県）

富山県、
立山町

集落 人間交流の試みとして

べ、ホタルを見、星空を見て友と語れる出
会いの場。

◆米づくり体験（田植えや稲刈りの仕方
を住民が教えて一緒に行う）
◆昼食は、集落の女性が総動員で行っ
た。

募集をかけたところ、富山市などから
９家族３５人が集まり、村ににぎわい
がもどった。

が管理運営。

富山県では、今年度「都市と
の交流化による農山漁村地
域の活性化」に関する条例を
制定。これに伴い、立山町東
谷地区がグリーンツーリズム
推進の重点地域指定を受け
た。県の協力体制も加わり、

◆福島県　只見町ＨＰ
http://www.tadami.gr.jp/

◆富山県立山町ＨＰ
http://www.town.tateya
ma.toyama.jp/green/kan
osei1.html

117 052035 秋田県 横手市 下矢来沢 十二牲担い手生産組合

ＪＡ秋田
ふるさと、
横手市役

平成11年
～

1999
十二牲担い
手生産組合

平成11年のほ場整備事業で１haとなり、
この完了をきっかけに、大規模ほ場と
なったことで個人の営農では対応し切れ

◆出役労賃はオペレータと補助員に格差
を設け、繁忙期の休日には組合員はもち
ろん、高校生等の学生も出役し、集落全

近隣集落でも、高齢化等から農地
管理が大きな課題となっていること
から、来年１月には特定農業法人を
立ち上げ、集落営農の広域化を図

グリーンツーリズムを実施す
る基盤が整った。
◆日常の維持管理が困難な
高齢農家の所有農地は、全
て組合が引き受け水管理や
除草等もやることとした。

◆農林水産省ＨＰ
http://www.jri.maff.go.jp
/jirei/doc/2005/001/01

118 242047 三重県 松阪市 藤之木

所など

農事組合法人コスモス
平成8年
～

1996

（集落営農）

農事組合法
人コスモス

なくなった。

ほ場整備事業の完成を機に①２１世紀
に生き残れる集落営農システムづくり②
明るい、美しい、住みよい地域社会づくり
③村の良さを伝える文化の郷づくりを目
的に全戸参加型の集落営農組織「藤之

体で作業に参加する。
◆水稲、大豆、菊、飼料作物

◆毎年、収穫祭を開催。
◆コープとの契約栽培をし、集落の行事
や、田植えなどの体験交流を実施。
◆平成１６年よりレクリェーション農園を
開設。
◆地元の中学の体験授業「わくわくワー

り、経営規模の拡大・生産方式の合
理化・経営の複合化の確立に取り
◆５～６年経過すれば集落内の年
齢構成も変化していくので、時代に
合わせて全員で話し合い、いちご栽
培（６ｈａ）以外の農地全てを一農場
としていきたい。
◆農家でも米作りを知らない世代が
でてきたことから、集落以外の阪内

◆また、利用権設定し、貸し
付ける方法をとることとした。

　農業生産法人（特定農業法
人）を目指している。

5.html

◆農林水産省ＨＰ
http://www.jri.maff.go.jp
/jirei/doc/2005/001/06
2.html

119 352152 山口県 周南市 中須北 棚田清流の会
県のむらづくりソフト
事業

山口県 平成10年 1998
棚田清流の
会

木生産組織」が設立。

先人達が築き守り続けてきた財産である
棚田を再生させ地域の活力を取り戻した
い。

ク」を受け入れ、農業への理解を深める
機会としている。

◆住民の総意で創った｢やすらぎの里づく
り憲章｣に基づき、非農家･高齢者を含め
棚田等の景観保全や地域の環境整備、
地域内での交流を深める行事等様々な
活動や行事を実施。
◆「自然米」で棚田のファンづくり

川左岸土地改良区（117ｈａ）の土地
も視野に入れていく。

◆棚田のオーナーとの交流や農業体
験交流などの活動が｢中須の棚田米｣
ファンの拡大や契約栽培の増加へと
繋がっている。
◆平成１７年度「豊かなむらづくり」優

県のむらづくりソフト事業によ
り、平成10年から｢くらしの創
造委員会｣が設置され、人口・
年齢構成や土地利用状況等
の集落点検によるマップ作り
に取り組んだ。この「点検マッ
プ」作りがむらづくりのきっか

◆中四国農政局ＨＰ
http://www.chushi.maff.g
o.jp/nouseikyoku/murad
ukuri/17mura/17-
2seiryu.htm

120 313645 鳥取県 三朝町 今泉
泉の里とんがり倶楽部

平成12年 2000

集落（泉の里
とんがり倶楽
部、農事組合

◆フォトコンテスト

◆「泉の里生産組合」による集落営農：特
産市の販売商品も充実

良集団　　農林水産大臣賞
けとなっている。

◆住民総出演の村づくりの活動は、就
業機会を創出し８名の若者の定住に
繋がっている。

◆中四国農政局ＨＰ
http://www.chushi.maff.g
o.jp/nouseikyoku/murad

121 336815 岡山県 吉備中央町 上田西

住民全員参加の村づくり

上田西百姓王国
みんなで創ったおもてなしの村づくり

平成8年
～

1996

法人泉の里
生産組合）

集落

農業後継者不足、過疎化が進む中で、
美しい環境条件を活かした積極的な都
市と農村、生産者と消費者の交流を通じ

◆「泉の里くんせい工房」：新たな特産品
◆地域食材を使った「とんがり食堂」

◆平成１６年度「豊かなむらづくり」優
良集団　農林水産大臣賞

百姓王国：主要農家を米大臣、ブドウ大
臣、野菜大臣等１２の大臣に任命し、「石
堂フルーツパーク」、「王様イチゴ園」等の
農園や交流の拠点施設である宿泊研修

ukuri/16mura/16-
tongari1.htm

◆中四国農政局ＨＰ
http://www.chushi.maff.g
o.jp/nouseikyoku/murad

122 155811 新潟県 関川村 中束  中束元気づくり実行委員会
緑の山里・いきいき
夢プラン事業

新潟県

平成12年
（県事業
は平成14

2000
中束元気づく
り実行委員会

た村づくり

過疎化・少子高齢化に悩まされていた中
束集落は、今後の集落活性化について
平成12、13年とアンケートを実施。その
結果をふまえ、14年度に県単独事業の

施設「ひだまり」との連携で幅広い農作業
体験の受け入れ体制を整備。

◆認定農業者を中心に「中束有機農業
生産組合」を設立。農地を集積し、耕作
放棄地の発生を抑制。
◆田植え・稲刈りツアーの受け入れや光

地域ビジョンをを作成し、都市住民と
の交流で集落に活気をもたらしている
点や、耕畜連携による特別栽培米へ
の取り組みにより所得の向上を図って

畜産農家から堆肥を提供して
もらい水田の土づくりに使用
するとともに、畜産農家へは
飼料として稲ワラを提供する
ことで耕畜連携システムが確

ukuri/16mura/16-
ueda1.htm

◆北陸農政局ＨＰ
http://www.hokuriku.maf
f.go.jp/news/plan/mura/

123 074217 福島県 会津坂下町 谷地 谷地生産組合
国営かんがい排水
事業、国営圃場整

農林水産
省、福島

年度）

平成11年
～

1999
谷地生産組
合

「緑の山里・いきいき夢プラン事業」を活
用し「中束地域ビジョン」を策定。

国営事業等の実施を契機に「集落の農
地は集落で守る」を基本理念とし、集落
内全ての水稲の基幹作業と転作の全作

兎山登山、中束収穫祭を開催
◆「ホタルの里づくり」

いる点などが豊かなむらづくりに大きく
貢献した。

◆「一集落一農場」方式を実現。
◆機械の共同利用、小麦、アスパラガス
（高齢者労働力の活用）の栽培。
◆農協とタイアップし酪農家の堆肥、集

立され、これによる特別栽培
米に取り組み所得の向上を

法人化へ向けての準備

h18niigata.html

◆農林水産省ＨＰ
http://www.maff.go.jp/n
ouson/sigen/einou/hyos

124 223441 静岡県 小山町 湯船
元気で明るい活力のある集落を目
指して

備事業

中山間地域直接支
払制度、中山間地
域総合整備事業

県

農林水産
省→都道
府県→市
町村

集落

業を請け負う谷地生産組合を設立。

高齢化のため人手不足、後継者不足の
問題に取り組み、魅力ある集落づくりを
目指す。

落内の靭穀を有効活用した「資源循環型
農業」にも取り組む。
◆集落内農家で「農事組合法人湯船青
空会」が設立され、農業生産の協業を図
る。
◆鳥獣害防止策の電気策の設置、法面
にアジサイを植栽。
◆水稲ロングマット水耕苗を試験的に導

水かけ菜のオーナー制度や収穫体
験活動の導入し、周辺地域の住民
や都市住民との交流を深め、集落
の魅力を発信することにより、高齢
化による人手不足や後継者問題を

ho_db/pdf_file/h200302.p
df

◆静岡県ＨＰ
http://www.pref.shizuok
a.jp/nousei/ns-
19/chokusetsu/docume
nts/08oyama-town-

125 222038 静岡県 沼津市 江梨
他事業を活用した集落全体を守る
有害鳥獣防護柵の設置

中山間地域直接支
払制度、県単独鳥

農林水産
省→都道
府県→市

集落

高齢化の進展が著しく慢性的な担い手
不足となり、営農意欲も低下。集落が一
つとなって作業に取り組み、共同で農地

入し、環境に優しく作業の効率化と生産
性・収益性を兼ね備えた高付加価値型農

周辺の環境整備に交付金を活用（林地
の下草刈り、農道・法面の点検、桜・水仙

◆地域を囲む電気柵を設置したことに
より、イノシシによる被害額が大幅に
減少。

解決し、今以上に元気で明るい活
力のある集落を目指していく。

◆県道との交差地点の電気柵をど
うするか。
◆イノシシが減少したとき、好物の

yubune_000.pdf

◆静岡県ＨＰ
http://www.pref.shizuok
a.jp/nousei/ns-
19/chokusetsu/docume



◆夜神楽体験ツアー等の各種交流事業
の実施。

126 223051 静岡県 松崎町 石部
棚田の復原とオーナー制度を活用し
た集落の活性化

中山間地域等直接
支払制度

農林水産
省→都道
府県→市

平成11年
～

1999 集落

農業から観光民宿業への転換や耕作者
の高齢化、担い手不足により、集落の棚
田の90％以上が耕作放棄。棚田に稲穂
が揺れる昔の活気を取り戻すため、石

◆石部棚田保存委員会を中心とした荒
廃した棚田の復原。
◆国・県の補助事業採択により、農道・水
路の整備・補修、水車小屋・交流棟の建

◆現在ではオーナー制度の定着によ
り年々参加者が増えている。
◆各地に「石部の棚田」を情報発信す
ることにより、地区民宿への民泊利用
の向上につながり、さらに古代米を原

地区住民による活動だけで現状以
上に棚田の耕作を行うのは限界が
あるため、平成17年度からは担い
手の育成に取り組み、農地集積を

棚田の保全活動には相応の
資金が必要なため、交付金の
活用や棚田オーナー制度に
よる会費、町補助金等を財源

◆静岡県ＨＰ
http://www.pref.shizuok
a.jp/nousei/ns-
19/chokusetsu/docume

127 222020 静岡県 浜松市 下阿多古
（株）フジヤマと「地域の農業を考え
る会」が協働活動

一社一村しずおか
運動

町村

静岡県
平成
18.11.12

2006

「農業を考え
る会」（住民）
と企業（（株）

部棚田保存委員会を設立し、棚田の復
原に取りかかった。

地域が必要としている人手を企業が手
伝う。

設が進む。
◆棚田オーナー制度

遊休農地対策や地域おこしの一環とし
て、同会が栽培している大豆の収穫作業

料とした焼酎、饅頭、パン等の加工品
の販売に向けた商品開発への取り組

農作業を朝早くから夕方までみっちり
行い、地域にとっても大変助かる活動
だった。

図っていく。

この取組を契機として、継続的・発
展的に今後も活動を行っていく。

としている。

北遠農林事務所が山間地域
での社会貢献活動を進めた
いとしていた（株）フジヤマと、
地域活性化の活動を精力的

nts/04matsuzaki-town-
ishibu_000.pdf

◆静岡県ＨＰ
http://www.pref.shizuok
a.jp/nousei/ns-

128 222119 静岡県 磐田市 岩室
天下一品の次郎柿を企業との協働
で守る

一社一村しずおか
運動

フジヤマ）と
の協働

静岡県

高齢化、後継者不足のため、危機にある
農地が増加。一方で、袋井市で結婚式
場を経営する方は「周りには、会社を定
年退職して時間に余裕がある人が多
い。このような人たちと一緒に健康的で、
家族や友達、地域の人達と仲良く楽し
く、生きがいを感じるような仕事はないだ

と菜の花の種まきを行った。

柿園を一緒に守ってくれる柿園サポー
ターを募集し、同時に柿のオーナー制度
をはじめる。柿園サポーターや柿オー
ナーの募集、そして取れた柿の栽培は、
企業が持つ人的ネットワークを活用して

農村集落が持っていない「人的ネット
ワーク」「企業的アイデア」を上手く活
用しながら、農村の資源を守り、より
良いものとしていくことができる事例。

に行っている「農業を考える
会」との橋渡しを行った結果

本格的な運営は2006年4月か
らだが、2005年の秋は、試行
的だが、570kgを企業のネット
ワークを活用して販売してい
る。

19/issyaisson/example/f
ujiyama.html

◆静岡県ＨＰ
http://www.pref.shizuok
a.jp/nousei/ns-
19/issyaisson/example/
example01_a.html

129 442119 大分県
安心院町(平成
17年に合併し、
宇佐市に）

松本 イモリ谷
中山間地域等直接
支払制度

農林水産
省→都道
府県→市
町村

平成12年 2000 集落

ろうか？」と考えていた。
このような、両者が出会い、協力して、新

地域の将来に向けて

安定的に販売される。

◆大豆の集団転作をきっかけに松本営
農組合を設立。作付、作業委受託、共同
利用農業機械の購入を行う。
◆安心院松本イモリ谷苦楽分：集落内に
あったサークルを網羅し集落内はもとより

◆平成14年には大分市での集落のア
ンテナショップ「豆の力屋」をオープ
ン。集落の生産物を販売する場として
活用され、高齢者や女性の自給的農
家に活気がでた。
◆平成16年には直売所「大きな豆の

◆営農組合の呼びかけで新
たに「いきいき松本生産販売
部」「炭焼き組合」が結成され
る等、必要に応じ委員会や部
会を結成。現在では町内に23
ある営農組合のリーダーとし
て「安心院町営農組合協議

◆農林水産省ＨＰ
http://www.maff.go.jp/n
ouson/seisaku/21j/mats
uri/h16/tennou.pdf

130 454311 宮崎県 美郷町 椎野
花の咲いた集落「椎野あじさいロー
ド」

集落

約２０年前、地区の観光名所である中小
屋天文台やスカイロッジ銀河村が完成
し、地区の中心と観光地を結ぶ椎野集
落にも観光客が往来。そこで、集落を通
る客の目を楽しませようと、地域住民が
自宅の庭に咲いていたあじさいを道路に

集落を越えた仲間づくりを行う。

あじさいを道路に植栽する活動は徐々に
集落内へ浸透し、あじさいの数も増え、
「椎野あじさいロード」ができた。現在では
集落の大半が参加し、年間を通じて周辺
の草刈り、剪定、肥料まきなどを行ってい
る。

木」を設置、レストランやグリーンツー
リズムの拠点として期待される。

「椎野あじさいロード」は全町７キロに
渡って３万本のあじさいが咲き誇る道
となり、最盛期の１ヶ月間におよそ１万
人の観光客が訪れる。椎野集落のよ
うな過疎地域でも観光客を呼ぶことが
できる、という喜びと自信に繋がって
いることが、これらの活動の大きな効

会」でも活躍。
◆平成16年度「農林水産祭
◆この「椎野あじさいロード」
に影響を受け、地域内ではそ
れぞれの特色を活かし、「彼
岸花ロード」、「やぶ椿群生地
保全」、「さざんかロード」など
の活動が始まり、周辺地域へ
の波及効果もみられる。
◆平成18年度美の里づくりコ

◆（財）農村開発企画委
員会ＨＰ
http://www.rdpc.or.jp/bi
nosato-
kon/h18binosato/miyaza
kikenn-misatomati.htm

131 032077 岩手県 久慈市 成谷 成谷自然食の会

成谷自然食
の会（集落の
女性有志に
よる）

植栽しはじめた。

農繁期の収入確保と地域振興を目的と
するグループとして起業された。

◆そばやまめぶ、豆腐田楽など、雑穀食
文化圏の郷土食を広めるために、観光客
等への「ふるさとお膳」としての提供。
◆ゆうパックによる通販。
◆菓子店やホテルへの卸販売、学校給
食への提供。

果である。

◆結成後10年を越え、メンバーは50
～70歳代が中心となったが、30歳代
の若手も加入しており今なお活気を失
なっていない。
◆起業活動や消費者との交流の面で
県内の女性グループの先進事例、参
考事例となっており、山あいの小集落

ンクール　農林水産大臣賞を
受賞。

平成18年　食アメニティ・コン
テスト　優秀賞　（農林水産大
臣表彰）　受賞。

◆（財）農村開発企画委
員会ＨＰ
http://www.rdpc.or.jp/h1
8syoku/iwatekennkujisi.h
tm

132 032026 岩手県
田老町（平成17
年合併し、宮古
市に）

青倉
昔の暮らしを思い出し心を合わせて
つくるむら

「手作りの村整備事
業」、「地域農業集
団事業」

昭和58年 1983
青倉地区自
治会

◆そば打ち体験等の受入れといった活動
を展開。

◆昭和59年頃から味噌づくり研修と味噌
の試作を行い、商品化に向けて取り組み
を始めた。
◆昭和61年には、青倉地区農業振興会、
さらにその加工部会を組織し、「青倉み
そ」の製造を開始。
◆「けげだす村工房まつり」（平成９年～）

全体の活性化、集落住民の自信につ
ながっている。

◆平成11年に「いきいき中山間賞」の
知事賞を受賞。
◆青倉地区に触発され、やめようとし
ていた地域活動を継続した地区が
あったり、近隣町村の小さな集落で
も、イベントや特産品開発が活発化し

「昔をけげだせ」
「けげだせ」とは、この地方で
「思い出す」という意味。

◆岩手県ＨＰ　いわて地
域づくり情報誌「ＯＲＩＺ
Ａ」65号
http://www.iwate21.net/
oryza/oryza65/tarou.ht

133 454419 宮崎県 高千穂町 五ヶ村 五ヶ村地区むらづくり協議会
プラスワンむらづくり
支援事業

宮崎県
五ヶ村地区む
らづくり協議
会

は、年ごとに大きくなり、今は田老町の秋
の行事に。
◆公民館活動の中にむらづくり推進協議
会を作り、各部門毎に神楽保存、老人ク
ラブ、青年部、婦人部、村おこしグルー
プ、産業部等の部会を作って住み良い村
づくりに取り組む。
◆平成6年に集落内に「天岩戸温泉」の
オープンをきっかけに飲食施設や宿泊・
イベント施設を地元住民でオープン。
◆「五ヶ村地元学」を開催。
◆刈干切り体験ツアー、タケノコ堀体験
◆「家庭料理大集合」の開催。

たりということが起こっている。

◆特に活発なのが村おこしグループ
で、メンバーを中心に集落全体で夜神
楽体験ツアー等のイベントを開催。都
市交流を図る。
◆施設で地採れ食材を利用した料理
の提供や野菜の直売を行うことで地
域の活性化と農家の所得向上につな
げている。

◆これからもそれぞれの部会が協
力し合って明るく活気のあるむらづ
くりを目指す。

◆平成17年度　むらづくりコン
クール（宮崎県）「むらづくり大
賞」受賞。

m

◆宮崎県ＨＰ
http://www.pref.miyazaki
.lg.jp/parts/000045819.p
df
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